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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

春
風
そ
よ
ぐ
４
月
９
日
、
ハ

バ
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
ブ
リ
ン
マ

ー
大
学
で
日
本
語
を
学
ぶ
大
学

生
22
人
が
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
に
あ
る
松
風
荘
を
訪
れ
、
歴

史
的
な
日
本
家
屋
の
見
学
や
茶

道
を
体
験
し
日
本
文
化
を
存
分

に
満
喫
し
た
。

　

17
世
紀
の
様
式
を
模
し
た
日

本
家
屋
と
そ
れ
に
付
随
す
る
庭

園
が
美
し
い
松
風
荘
は
、
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
日
本

文
化
の
歴
史
を
今
に
伝
え
、
多

く
の
人
々
に
感
動
を
与
え
続
け

て
い
る
。
松
風
荘
は
、
日
本
の

建
築
家
、
吉
村
順
三
氏
が
設
計

し
た
伝
統
的
な
「
書
院
造
り
」

で
、
滋
賀
県
に
あ
る
三
井
寺
の

客
間
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。

小
春
日
和
の
４
月
９
日
も
、
朝

か
ら
松
風
荘
の
春
景
色
を
楽
し

も
う
と
大
勢
の
観
光
客
が
集

い
、
桜
舞
う
日
本
庭
園
を
堪
能

し
て
い
た
。
日
本
国
外
で
は
唯

一
と
な
る
檜
皮
葺
（
ひ
わ
だ
ぶ

き
）
屋
根
を
実
際
に
目
に
し
た

学
生
た
ち
は
、
そ
の
ど
っ
し
り

と
し
た
佇
ま
い
に
た
だ
た
だ
息

を
の
み
、
じ
っ
と
見
入
っ
て
い

た
。
２
０
０
７
年
に
、
世
界
的

な
芸
術
家
の
千
住
博
氏
よ
り
寄

贈
さ
れ
た
20
枚
の
襖
絵
（
壁

画
）
は
正
に
圧
巻
で
、
そ
の
襖

絵
に
囲
ま
れ
た
15
畳
の
部
屋
か

ら
一
望
で
き
る
優
美
な
日
本
庭

園
は
、
学
生
た
ち
の
心
を
奪
っ

て
い
た
。

　

松
風
荘
の
建
築
や
歴
史
の
話

を
伺
っ
た
後
、
茶
道
の
作
法
に

つ
い
て
の
話
を
伺
い
、
学
生
た

ち
は
実
際
に
茶
器
と
茶
筅
を
手

に
し
て
お
茶
を
点
て
た
。「
貴

重
な
体
験
に
感
動
し
た
」「
茶

道
の
静
け
さ
が
心
地
よ
か
っ

た
」「
時
が
経
つ
の
を
忘
れ
て

し
ま
う
よ
う
な
不
思
議
な
時
間

だ
っ
た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、

茶
道
の
心
得
で
あ
る
「
一
期
一

会
」
の
ひ
と
時
を
五
感
を
通
じ

て
存
分
に
堪
能
し
た
こ
と
が
よ

く
わ
か
っ
た
。
今
回
の
日
本
文

化
体
験
は
、
春
の
香
り
と
共
に

学
生
た
ち
の
心
に
残
り
、
今
後

の
日
本
と
の
「
心
の
つ
な
が

り
」
を
更
に
深
く
し
て
い
く
だ

ろ
う
。　
　
　
（
宇
佐
美
友
加
）

松
風
荘

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で

米学生が茶道体験

アイム
Happi
ジャパンパレードで
あおうね！

　

第
5
回
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド

＆
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
が
5
月

9
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト
で
開
催
さ
れ

る
。
今
回
か
ら
登
場
す
る
公
式

マ
ス
コ
ッ
ト
「Happi

（
は
っ

ぴ
）」
が
21
日
、
片
平
聡
Ｎ
Ｙ

総
領
事
・
大
使
公
邸
で
開
催
さ

れ
た
プ
レ
ビ
ュ
ー
イ
ベ
ン
ト
で

披
露
さ
れ
た
。

　

青
と
オ
レ
ン
ジ
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
の
公
式
カ
ラ
ー
に
加

え
、頬
に
日
の
丸
を
あ
し
ら
い
、

色
彩
で
日
米
の
友
好
を
表
現
。

Ｔ
シ
ャ
ツ
と
ジ
ー
ン
ズ
に
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
象
徴
で
あ
る
り

ん
ご
と
日
本
の
祭
り
を
象
徴
す

る
は
っ
ぴ
を
組
み
合
わ
せ
、
両

国
文
化
の
融
合
を
表
現
。　

　

モ
チ
ー
フ
の
リ
ス
は
、
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
多
く
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
前
身
の
「
ジ
ャ

パ
ン
デ
ー
＠
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
」
か
ら
現
在
の
パ
レ
ー
ド
へ

と
続
く
歴
史
を
体
現
。
パ
レ
ー

ド
当
日
に
一
般
初
公
開
と
な

り
、
沿
道
の
市
民
に
元
気
な
姿

を
見
せ
る
予
定
だ
。
主
催
者
は

「Happi

」
が
パ
レ
ー
ド
の
「
顔
」

と
し
て
、
今
後
も
定
着
し
、
幅

広
い
世
代
に
親
し
ま
れ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

　
（
関
連
記
事
４
面
に
）

５月９日に開催されるジャパンパレードのプレビューイベントで姿を現したHappi（21日、NY 総領事公邸で）

https://www.restaurantnippon.com/
https://www.cosmeproud.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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令
和
８
年
３
月
19
日
、
米
国
・
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ.

 

Ｃ.
を
訪
問
し
た
高
市
早
苗
内
閣
総
理
大
臣
は
、
ド
ナ
ル
ド
・

Ｊ
・
ト
ラ
ン
プ
米
国
大
統
領
と
日
米
首
脳
会
談
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
の
読
者
の
皆
様

へ
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
米
国
在
住
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
両
国
の
友
好
関
係
が
一
層
強
化
さ
れ
て
い

く
よ
う
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

冒
頭

国
際
情
勢

二
国
間
関
係

日米首脳会談 

　より詳しい情報は、首相官邸ホームページ

（http://www.kantei.go.jp/）、外務省ホームページ

（http://www.mofa.go.jp/mofaj/）をご覧ください。

　また、日本政府の政策や日本の魅力について、

英文の日本政府公式ホームページ「JapanGov」

（http://www.japan.go.jp）や、英文オンライン・

マガジン「HIGHLIGHTING Japan」(和文も掲載。

https://www.gov-online.go.jp/hlj/en/)もご参照く

ださい。

　この記事に関するご意見・ご感想は下記まで

お寄せください。

　　内閣府大臣官房政府広報室

　　Public Relations Offi  ce, Cabinet Offi  ce, 

　　Government of Japan

　　E-mail: g.kaigai@cao.go.jp

１
．
イ
ラ
ン
情
勢

　

現
下
の
イ
ラ
ン
を
め
ぐ
る
情
勢
に

関
し
、
高
市
総
理
大
臣
か
ら
、
次
を

述
べ
ま
し
た
。

（
１
）
こ
れ
ま
で
「
イ
ラ
ン
に
よ
る
核

兵
器
開
発
は
決
し
て
許
さ
れ
な

い
」
と
い
っ
た
我
が
国
の
立
場　

を
一
貫
し
て
明
ら
か
に
し
て
き

た
。

（
２
）
我
が
国
と
し
て
、
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
の
閉
鎖
、
航
行
の
安
全
を
脅

か
す
行
為
や
周
辺
地
域
に
対
す

る
攻
撃
と
い
っ
た
イ
ラ
ン
の
行

動
を
深
刻
に
懸
念
し
、
非
難
す

る
。

（
３
）
米
国
を
含
む
国
際
社
会
と
共
に
、

事
態
の
早
期
沈
静
化
及
び
国
際

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給

等
を
含
む
中
東
地
域
の
平
和
と

安
定
の
実
現
に
向
け
た
取
組
が

重
要
で
あ
る
。

（
４
）
特
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供

給
に
関
し
て
は
、
日
本
や
ア
ジ

日米首脳会談

　

高
市
総
理
大
臣
と
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
、
互
い
の
強
固
な
信
頼
関
係
の

下
、
経
済
、
経
済
安
全
保
障
、
安
全

保
障
な
ど
幅
広
い
分
野
で
、
質
の
高

い
日
米
協
力
を
具
体
的
に
進
め
、
日

米
同
盟
を
更
な
る
高
み
に
引
き
上
げ

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

安
全
保
障
分
野
に
関
し
て
、
両
首

脳
は
、
日
米
同
盟
の
抑
止
力
・
対
処

力
を
一
層
強
化
し
て
い
く
べ
く
、
ミ

サ
イ
ル
の
共
同
開
発
・
共
同
生
産
を

含
む
幅
広
い
安
全
保
障
協
力
を
進
め

て
い
く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

経
済
分
野
に
関
し
て
、
両
首
脳
は
、

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
か
ら
、
高
市
総

理
へ
の
支
持
に
言
及
の
上
、
高
市
総

理
に
つ
き
「
非
常
に
人
気
が
あ
り
、

力
強
く
、
素
晴
ら
し
い
女
性
」
と

賞
賛
し
、
素
晴
ら
し
い
評
判
の
大

国
で
、
高
市
総
理
は
素
晴
ら
し
い

仕
事
を
し
て
い
る
旨
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
高
市
総
理
大
臣

か
ら
、
イ
ン
ド
太
平
洋
に
お
け
る

安
全
保
障
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す

中
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
日
米
同

盟
へ
の
揺
る
ぎ
な
い
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
へ
の
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
日
本
と
米
国
が
共
に
強
く
、
豊

か
に
な
る
た
め
の
協
力
に
つ
い
て

議
論
を
深
め
た
い
旨
述
べ
ま
し
た
。

ア
に
お
け
る
原
油
調
達
を
念
頭

に
、
米
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生

産
拡
大
に
日
米
で
共
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、
日
本

に
お
い
て
米
国
か
ら
調
達
す
る

原
油
を
備
蓄
す
る
共
同
事
業
を

実
現
し
た
い
。

　

そ
の
上
で
、
両
首
脳
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
の
観
点
を
含
め
、
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
を
含
む
中
東
地
域
の
平

和
と
安
定
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、

日
米
間
で
緊
密
に
意
思
疎
通
を
続
け

て
い
く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

２
．
イ
ン
ド
太
平
洋
を
め
ぐ
る
諸
課
題

　

高
市
総
理
大
臣
は
、「
自
由
で
開
か

れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）」

を
、
日
本
外
交
の
柱
と
し
て
、
引
き

続
き
力
強
く
推
進
し
、
戦
略
的
に
進

化
さ
せ
て
い
く
決
意
を
改
め
て
示
し
、

両
首
脳
は
、
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
の
下
で
今
後

も
力
強
く
協
力
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
首
脳
は
、
日
米
韓
、
日

米
比
、
日
米
豪
印
と
い
っ
た
地
域
の

同
志
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
て

い
く
重
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
、
中
国
を
め
ぐ
る
諸
課

題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
日

米
で
緊
密
に
連
携
し
て
い
く
こ
と
を

現
下
の
状
況
で
重
要
性
が
増
し
て
い

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
確

保
、
重
要
鉱
物
、
Ａ
Ｉ
を
含
む
先
端

技
術
分
野
な
ど
、
経
済
安
全
保
障
分

野
で
の
日
米
協
力
を
一
層
強
化
す
る

こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

両
首
脳
は
、
具
体
的
な
重
要
鉱
物
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
協
力
や
、
南

鳥
島
周
辺
海
域
の
レ
ア
ア
ー
ス
泥
を

含
む
海
洋
鉱
物
資
源
開
発
に
関
す
る

協
力
等
に
つ
い
て
、
３
つ
の
文
書
を

取
り
ま
と
め
た
こ
と
を
歓
迎
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
両
首
脳
は
、
関
税
に
係

る
日
米
間
の
合
意
の
着
実
な
実
施
を

改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小

型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）
の
建

設
を
含
む
「
戦
略
的
投
資
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
」
の
第
二
陣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
、
輸
出
規
制
を
含
め
、

重
要
鉱
物
を
始
め
と
す
る
重
要
物
資

の
安
定
供
給
を
脅
か
す
よ
う
な
あ
ら

ゆ
る
措
置
に
反
対
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
上
で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強

靭
化
に
共
に
取
り
組
み
、
日
米
両
国

の
力
強
い
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
で
一
致
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日

本

国

政

府

（
写
真
提
供

・

内
閣
広
報
室
）

確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
両
首
脳
は
、
北
朝
鮮
情
勢
に

つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行
い
、
核
・

ミ
サ
イ
ル
問
題
に
共
に
対
処
す
る
必

要
性
や
、
北
朝
鮮
の
完
全
な
非
核
化

に
向
け
た
確
固
た
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
を
確
認
し
ま
し
た
。
拉
致
問
題
の

即
時
解
決
に
つ
い
て
、
高
市
総
理
大

臣
か
ら
、
引
き
続
き
の
理
解
と
協
力

を
求
め
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
か
ら
全

面
的
な
支
持
を
得
ま
し
た
。

http://www.kantei.go.jp/
http://www.mofa.go.jp/mofaj/
http://www.japan.go.jp
https://www.gov-online.go.jp/hlj/en/
mailto:g.kaigai@cao.go.jp
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Ｎ
Ｙ
大
会
を
開
催

６
月
に
東
京
で
世
界
大
会

を
克
服
し
て
の
参
加
に
会
場
か

ら
拍
手
が
湧
い
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
日
本
国
内
で

は
22
年
か
ら
地
方
大
会
を
全
都

道
府
県
47
か
所
で
開
催
。
日
本

全
国
の
優
し
く
強
く
し
な
や
か

な
美
し
い
女
性
た
ち
が
、
新
し

い
時
代
の
価
値
観
を
感
じ
さ
せ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し

て
各
方
面
か
ら
大
き
な
反
響
を

得
て
い
る
。
大
会
統
括
は
一
般

社
団
法
人
こ
と
ば
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
の
代
表
理
事
、
同
時

通
訳
で
知
ら
れ
、
自
ら
も
ミ
ス

タ
ー
代
表
に
選
ば
れ
て
い
る
坪

田
充
史
さ
ん
が
務
め
た
。

　

全
大
会
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

で
総
合
演
出
を
務
め
る
西
村
紗

江
子
さ
ん
は
「
美
し
さ
の
多
様

性
と
世
界
平
和
を
願
う
祭
典
と

い
う
基
本
構
想
は
、
東
京
ら
し

い
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
さ
、
そ
し

て
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の

要
素
を
プ
ラ
ス
し
た
完
成
度
の

高
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
形
と
な

り
、
今
年
は
米
国
（
Ｎ
Ｙ
）
ほ

か
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓

国
、
フ
ラ
ン
ス
、
コ
ロ
ン
ビ
ア 

で
開
催
し
ま
す
。
な
ん
と
言
っ

て
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
世
界
の

中
心
地
、
こ
れ
を
契
機
に
来
年

以
降
も
ぜ
ひ
開
催
し
た
い
」
と

語
っ
た
。
西
村
さ
ん
は
兵
庫
県

出
身
。
大
学
卒
業
後
、
日
系
航

空
会
社
に
就
職
。
国
際
線
Ｃ
Ａ

と
し
て
各
国
で
見
聞
し
て
得
た

経
験
は
、
そ
の
後
の
考
え
の
基

と
な
っ
た
と
い
う
。
エ
ア
ラ
イ

ン
退
職
後
、
大
手
芸
能
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
2
社
の
勤
務
を
経
て

２
０
２
０
年
にMrs

＆Mr of 
the Year

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

世界のミセス＆ミスターを選ぶ

　
「
自
身
の
リ
ミ
ッ
ト
を
つ
く

ら
ず
、
エ
イ
ジ
レ
ス
に
ボ
ー
ダ

ー
レ
ス
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
続
け
る
、
愛

と
感
謝
に
溢
れ
た
カ
ッ
コ
い
い

女
性
に
な
ろ
う
」
を
合
言
葉
に

２
０
２
０
年
、
人
生
に
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｒ
Ｙ
を
持
つ
女
性
達
の
生
き
方

の
祭
典
と
し
て
日
本
で
誕
生
し

た Mrs of the Year

。
そ
の

第
1
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
会
が

18
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
日
本
全
国
か
ら
国

際
大
会
出
場
経
験
の
あ
る
参
加

者
ら
が
参
加
し
、
６
月
に
東
京

 日本クラブからのお知らせ
■第49回野球大会「日本クラブ会長杯」
 参加チームを募集中！

 毎年恒例の日本クラブ主催軟式野球大会は、5月初旬より
予選リーグ制のトーナメントをランドールズアイランド
球場にて開催します。初参加のチームも大歓迎ですので、
社内で有志を募ってチームを結成してぜひご参加くださ
い。2～ 5社で合同チームを作成するのも可能です。人
数が足りないチーム、1人だけど参加したい方などは、ま
ずはご相談ください。お問い合わせは info@nipponclub.
orgまで。

■日本クラブWEBギャラリー常設アーティスト
 有川道子 「裂き織りアーティスト」
     井上洋子 「バッグデザイナー」
 

布を細く裂き、一段一段丁寧に織り込んでゆく。
　 有川道子氏は裂き織りの素材感と色彩の豊かさを作品と
して昇華し、井上洋子氏はその布を日常に寄り添うバッ
グへと展開しています。使い続けるほどに柔らかな風合
いへと変化してゆく、裂き織りの魅力をWEBギャラリー
（https://nippongallery.nipponclub.org）でご覧ください。
WEBギャラリーでは常設アーティストを随時募集してい
ます。作品の販売可能です。詳細は gallery@nipponclub.
orgまでお問い合わせください。

詳細・イベントのお申し込みは下記ウェブサイトをご覧ください。

The Nippon Club, Inc.
604 5th Ave, New York, NY 10020　

Tel: 212-581-2223　info@nipponclub.org
www.nipponclub.org 

2025年度優勝チーム・米州住友商事会社

（左）「KUROショルダーバッグ」 32× 20× 20cm
（右）「Pink!! ポシェット」 33× 30× 3cm

の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で

開
催
さ
れ
る
世
界
大
会
出
場
に

向
け
た
Ｎ
Ｙ
選
考
会
が
行
わ
れ

た
。

　

厳
選
な
審
査
の
結
果
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
系
米
国
人
の
タ
テ
ィ
ア

ナ
・
カ
ル
デ
ナ
ス
さ
ん
（
40
）

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
見
事

日
本
行
き
の
切
符
を
手
に
し

た
。
カ
ル
デ
ナ
ス
さ
ん
は
「
平

和
を
求
め
て
い
る
こ
の
活
動
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
光
栄
で

す
。
日
本
に
は
行
っ
た
こ
と
が

な
い
の
で
と
て
も
楽
し
み
」
と

喜
び
の
コ
メ
ン
ト
。

　

ま
た
日
本
か
ら
参
加
し
た
山

上
真
由
子
さ
ん
は
書
道
家
で
、

（
公
財
）
日
本
さ
く
ら
の
会
で

桜
を
架
け
橋
に
世
界
に
平
和
を

届
け
る
活
動
を
し
て
い
る
。「
今

の
よ
う
に
世
界
情
勢
が
厳
し
い

時
に
平
和
を
テ
ー
マ
に
し
た
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
を
す
る
こ

と
に
意
義
を
感
じ
今
回
参
り
ま

し
た
」
と
話
す
。
男
性
の
ミ
ス

タ
ー
部
門
で
は
松
永
俊
一
さ
ん

（
63
）
が
来
米
。
両
足
の
手
術

https://japan-universities.com/event/collegefair.html
https://nippongallery.nipponclub.org
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　

今
回
は
、
以
前
か
ら
質
問
が

多
く
寄
せ
ら
れ
る
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
入

国
と
90
日
間
の
滞
在
制
限
に
関

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
（
ビ
ザ
免
除
）
プ
ロ

グ
ラ
ム

　

ア
メ
リ
カ
と
相
互
条
約
を
結

ん
で
い
る
国
の
国
籍
保
持
者
は

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
（
電
子
渡
航
認
証
シ

ス
テ
ム
）
を
事
前
に
取
得
す
る

こ
と
で
、
短
期
観
光
・
商
用
の

目
的
で
、
ビ
ザ
を
取
得
す
る
こ

と
な
く
ア
メ
リ
カ
に
入
国
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

い
つ
く
か
の
制
限
が
あ
る
こ
と

で
す
。

• 

一
度
の
滞
在
期
限
は
最
長
90

日
間
（
約
３
ヶ
月
）

• 

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
の
滞
在
期
間
中

に
ア
メ
リ
カ
内
で
ビ
ザ
の
申
請

ま
た
は
ス
テ
ー
タ
ス
変
更
は
原

則
で
き
な
い
。

• 

ア
メ
リ
カ
へ
の
片
道
航
空
券

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
（
ビ
ザ
免
除
）
で
の

入
国
と
90
日
間
の
滞
在

の
で
し
ょ
う
か
？

「
返
答
」
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

も
し
60
日
間
ア
メ
リ
カ
に
滞
在

し
て
、カ
ナ
ダ
に
７
日
間
行
き
、

ア
メ
リ
カ
に
戻
っ
た
場
合
、
残

り
の
23
日
し
か
ア
メ
リ
カ
滞
在

は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

で
入
国
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

（
必
ず
往
復
ま
た
は
他
国
に
移

動
す
る
航
空
券
が
必
要
）。

• 

延
長
申
請
は
原
則
不
可
。
た

だ
し
、
次
の
よ
う
に
例
外
も
あ

る
。

　

こ
の
制
限
に
関
し
て
、
皆
様

か
ら
の
質
問
を
お
伝
え
し
ま

す
。

「
質
問
１
」
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
滞
在

期
間
中
に
カ
ナ
ダ
に
行
き
、１
、

２
週
間
後
に
ア
メ
リ
カ
に
入
国

し
た
場
合
、
そ
こ
か
ら
ま
た
90

日
の
滞
在
期
間
が
許
可
さ
れ
る

に
ビ
ザ
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

学
生
ビ
ザ
を
申
請
す
る
の
で
し

た
ら
、
ま
ず
Ｉ- 

20
を
発
行
し

て
い
た
だ
く
な
ど
学
校
入
学
に

必
要
な
手
続
き
を
し
て
、
日
本

に
戻
り
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
か

領
事
館
で
ビ
ザ
申
請
を
し
て
く

「
質
問
２
」
日
本
か
ら
Ｅ
Ｓ
Ｔ

Ａ
で
ア
メ
リ
カ
に
入
国
し
、
学

校
を
見
学
し
て
、
通
い
た
い
学

校
を
見
つ
け
た
の
で
す
が
、
ア

メ
リ
カ
滞
在
中
に
学
生
ビ
ザ
を

申
請
で
き
ま
す
か
？

「
返
答
」
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
の
期
間
中

だ
さ
い
。

「
質
問
３
」
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
滞
在
中

に
交
通
事
故
に
会
い
、
右
足
を

手
術
し
、
動
け
な
く
な
り
ま
し

た
。
入
院
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
病
院
の
医
師
か
ら
、
現

時
点
で
飛
行
機
に
乗
っ
て
日
本

に
帰
国
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
後
10
日
間
で

90
日
の
滞
在
が
切
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
ど
う
し
た
ら
良
い
で
し

ょ
う
か
？

「
返
答
」
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
入
国
の
方

が
緊
急
の
案
件
で
90
日
間
の
滞

在
を
30
日
間
延
長
す
る
こ
と
は

可
能
で
す
。
方
法
は
２
つ
あ
り

ま
す
。

①
ア
メ
リ
カ
の
移
民
局
、
Ｕ

Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
に
電
話
し
て
状
況

を
伝
え
て
、
最
寄
り
の
移
民

局
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
場
合

は
、
フ
ェ
デ
ラ
ル
・
プ
ラ
ザ
26

番
地
）
で
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
っ

て
、
そ
こ
で
滞
在
を
許
可
し
て

も
ら
う
。
電
話
番
号
は
、
１
・

８
０
０
・
３
７
５
・
５
２
８
３
で

す
。

②
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し

た
時
の
空
港
のCustomer 

Border Protection 

（
Ｃ
Ｂ

Ｐ
）
の
オ
フ
ィ
ス
で
事
情
を
説

明
し
、
医
師
の
診
断
書
を
見
せ

て
、Satisfactory Departure

と
い
う
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
延
長
申
請
を

す
る
。
Ｊ
Ｆ
Ｋ
に
到
着
し
た
場

合
は
Ｊ
Ｆ
Ｋ
で
、
ニ
ュ
ー
ア
ー

ク
の
場
合
は
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空

港
で
。
Ｊ
Ｆ
Ｋ
の
場
合
Ｃ
Ｂ
Ｐ

の
オ
フ
ィ
ス
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

４
の
よ
う
で
す
。

　

こ
の
二
つ
の
う
ち
②
が
早
い

で
し
ょ
う
。
ま
ず
医
師
に
診
断

書
を
記
載
し
て
も
ら
い
、
ご
家

族
か
ご
友
人
が
空
港
の
Ｃ
Ｂ
Ｐ

の
オ
フ
ィ
ス
に
行
き
、
延
長
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
時

に
ご
本
人
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
ご

持
参
す
る
こ
と
を
お
忘
れ
な

く
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
ハ

ン
タ
ー
大
学
日
本
語
・
日
本
文

化
コ
ー
ス
は
15
日
、
弁
護
士
・

作
家
の
旦
英
夫
さ
ん
を
招
い
た

特
別
講
義
を
行
っ
た
。
旦
さ
ん

は
「
日
米
間
の
架
け
橋
：
そ
の

難
し
さ
と
や
り
が
い
」
と
題
し

て
、
商
社
、
製
薬
会
社
、
法
律

事
務
所
な
ど
で
米
国
人
と
日
本

人
が
文
化
や
習
慣
の
違
い
を
乗

り
越
え
理
解
し
合
え
る
よ
う
に

心
を
砕
い
た
半
生
に
つ
い
て
語

り
、「
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、

背
景
に
あ
る
文
化
や
歴
史
、
ま

た
自
国
の
歴
史
に
つ
い
て
も
知

識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
」
と
言

い
、「
違
う
言
語
を
学
ぶ
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
し
、
ぜ

ひ
日
本
人
の
友
だ
ち
を
た
く
さ

ん
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
学
生

を
激
励
し
た
。

　

旦
さ
ん
は
、
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

や
朝
日
新
聞
に
「
米
語
ウ
ォ
ッ

チ
」
と
題
し
た
コ
ラ
ム
を
執
筆

中
。
学
生
は
、
事
前
に
著
書

『
米
語
ウ
ォ
ッ
チ
』
の
一
節
を

読
む
学
習
を
し
て
特
別
講
義
に

臨
ん
だ
。
質
疑
応
答
で
は
「
ど

の
よ
う
に
言
葉
を
探
す
か
」
と

い
う
質
問
に
対
し
「
各
テ
レ
ビ

局
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
は
必
ず
見

る
し
、
テ
ニ
ス
仲
間
の
ア
メ
リ

カ
人
と
雑
談
す
る
な
か
で
教
え

て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
る
」
と

答
え
、「
和
製
英
語
に
興
味
が

あ
る
か
」
と
の
質
問
に
は
、「
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
」「
マ
ン
シ
ョ
ン
」

な
ど
を
例
に
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
た
。
講
義
の
後
で
旦

さ
ん
は
「
日
本
語
を
勉
強
す
る

若
い
人
々
が
熱
心
に
話
を
聞
い

て
く
だ
さ
り
非
常
に
嬉
し
く
思

っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

米語ウォッチの旦さん
ハンター大で特別講義

　

長
崎
県
は
、5
月
9
日
（
土
）

開
催
の
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
に

長
崎
花
柳
界
の
歴
史
的
芸
能
で

あ
る
、
長
崎
検
番
（
芸
妓
衆
）

と
共
に
参
加
し
、行
進
を
行
う
。

パ
レ
ー
ド
で
は
、
長
崎
県
制
作

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
行
進
す
る

の
み
な
ら
ず
、
Ｎ
Ｙ
広
島
会
、

愛
知
県
人
会
と
共
に
、
お
神
輿

を
担
ぐ
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
。
Ｎ

Ｙ
長
崎
県
人
会
が
参
加
者
を
募

集
し
て
い
る
。
同
時
開
催
の
ス

ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
に
お
い
て
は

ブ
ー
ス
を
設
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
す
る
な
ど
、
長
崎
の
Ｐ

Ｒ
を
実
施
。
さ
ら
に
5
月
10

日
（
日
）
開
催
の
「
ジ
ャ
パ
ン

ビ
レ
ッ
ジ
春
祭
り
」
に
も
長
崎

検
番
と
共
に
参
加
し
、
ブ
ー
ス

に
て
長
崎
を
Ｐ
Ｒ
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
な
ど
を
行
う
。
イ

ベ
ン
ト
に
興
味
の
あ
る
人
、
参

加
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話

５
１
６
・
５
２
６
・
７
３
６
５
、

Ｅ
メ
ー
ル nynagasaki@

gmail.com

　

Ｎ
Ｙ
長
崎
県
人

会
・
木
下
（
き
も
と
）
さ
ん
ま

で
連
絡
を
。

Ｎ
Ｙ
長
崎
県
人
会
が
参
加
者
募
集

長
崎
検
番
も
来
米
し
行
進

　

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
を
５
月

９
日
に
控
え
、
21
日
、
片
平
Ｎ

Ｙ
総
領
事
・
大
使
公
邸
で
行
わ

れ
た
プ
レ
ビ
ュ
ー
イ
ベ
ン
ト

で
、
片
平
大
使
、
本
年
度
の
大

会
を
運
営
管
理
す
る
ジ
ャ
パ
ン

デ
ー
イ
ン
ク
の
大
石
総
（
Ｋ
Ｄ

Ｄ
ア
メ
リ
カ
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
社
長
の
吉
井
久
美
子

氏
が
パ
レ
ー
ド
の
成
功
に
向
け

た
挨
拶
を
行
な
っ
た
。

　

パ
レ
ー
ド
に
は
、
迫
力
あ
る

太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
「
僧
太
鼓
」

「
鼓
舞
」「
太
鼓
マ
サ
ラ
道
場
」

「
紐
育
太
鼓
愛
好
会
」
を
は
じ

め
、
児
童
合
唱
団
「
ヤ
ン
グ
・

ピ
ー
プ
ル
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
・
オ

ブ
・
Ｎ
Ｙ
Ｃ
」、
日
本
伝
統
舞

踊
団
体「
伊
藤
さ
ち
よ
舞
踊
団
」

「
阿
波
踊
り
Ｎ
Ｙ
連
」、
武
道
団

体
「
日
本
空
手
協
会
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
道
場
」「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

エ
リ
ア
・
柔
道
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

な
ど
が
参
加
予
定
だ
。

　

ま
た
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
人
学
校
」「
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
日
本
人
学
校
」「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
育
英
学
園
」「
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
日
本
語
学
園
」「
慶
應

義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院
」
な

ど
日
系
教
育
機
関
の
ほ
か
「
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
」「
ハ
ン
タ

ー
大
学
」
な
ど
、米
国
の
大
学
・

か
ら
も
、
次
世
代
の
日
米
交
流

を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
学
生
が

参
加
す
る
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

イ
ム
ズ
の
「
２
０
２
６
年
に
行

き
た
い
52
の
場
所
」
に
選
ば
れ

た
長
崎
県
の
代
表
団
が
パ
レ
ー

ド
と
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
に
参

加
し
、
同
様
に
選
出
さ
れ
た
沖

縄
県
も
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
に

出
店
す
る
。総
勢
１
０
５
団
体
、

２
８
０
０
名
以
上
の
参
加
者
に

よ
る
パ
レ
ー
ド
と
な
る
予
定
。

時
間
は
午
後
1
時
か
ら
。
ル
ー

ト
は
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ

ス
ト
の
81
丁
目
か
ら
67
丁
目
を

南
下
す
る
。

　

プ
レ
ビ
ュ
ー
イ
ベ
ン
ト
に
姿

を
見
せ
た
「Happi

」
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

は
、
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て

オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
（
Ｔ
シ
ャ
ツ

の
み
）
を
行
う
ほ
か
、
イ
ベ
ン

ト
当
日
に
はStreet Fair

の
テ

ン
ト
に
て
販
売
す
る
。さ
ら
に
、

4
月
17
日
よ
り
紀
伊
國
屋
お
よ

び
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
に
お
い

て
も
Ｔ
シ
ャ
ツ
お
よ
び
ス
テ
ッ

カ
ー
を
販
売
中
。

　

ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
・
イ
ン
ク
は
、

２
０
０
７
年
に
設
立
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
に
認
定
さ
れ
た
非
営

利
団
体
で
、
主
に
在
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
日
系
企
業
23
社
の
代
表

者
か
ら
成
る
取
締
役
会
が
運
営

を
管
轄
し
て
い
る
。

　

芥
見
下
々
に
よ
る
『
呪
術
廻

戦
』
は
「
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン

プ
」（
集
英
社
）
で
連
載
さ
れ
、

コ
ミ
ッ
ク
ス
の
シ
リ
ー
ズ
累
計

発
行
部
数
1
億
５
０
０
０
万

部
（
電
子
版
含
む
）
を
突
破
し

た
大
人
気
漫
画
。
同
作
の
舞
台

化
シ
リ
ー
ズ
第
4
弾
の
『
舞
台

「
呪
術
廻
戦
」-

壊
玉
・
玉
折-
』

は
２
０
２
５
年
に
日
本
初
演
、

映
像
や
光
を
駆
使
し
た
多
彩
な

表
現
に
加
え
、
迫
力
あ
る
人
力

で
の
ア
ク
シ
ョ
ン
や
臨
場
感
が

大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。
ジ
ャ

パ
ン
パ
レ
ー
ド
に
は
、
舞
台
版

の
キ
ャ
ス
ト
よ
り
、
五
条 

悟

（
三
浦
涼
介
）、
夏
油 

傑
（
藤

田 

玲
）、
伏
黒
甚
爾
（
久
保
田

悠
来
）、
3
名
の
呪
詛
師
（
森

貞
文
則
、
南 

誉
士
広
、
北
村 

海
）
を
迎
え
る
。『
舞
台
「
呪

術
廻
戦
」-

壊
玉
・
玉
折-

』

の
キ
ャ
ス
ト
は
日
本
国
外
で
は

初
お
披
露
目
と
な
る
。 

左から大石プレジデント、片平大使、挨拶する吉井社長

舞
台
「
呪
術
廻
戦
」
6
人
が
来
米

日
本
国
外
で
は
初
お
披
露
目

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
着
々

片
平
大
使
公
邸
で
プ
レ
ビ
ュ
ー
イ
ベ
ン
ト
開
催

５月９日（土）午後１時
セントラル・パーク
ウエストで行進
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今
月
の
公
演
復
活
と
な
っ
た

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の
人
気
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
「
ロ
ッ
キ
ー
・
ホ
ラ

ー
・
シ
ョ
ー
」
に
つ
い
て
、
13

日
付
の
Ｎ
Ｙ
ポ
ス
ト
紙
の
電
子

版
記
事
は
、
出
演
者
と
観
客
と

の
お
馴
染
み
の
や
り
取
り
が
制

限
さ
れ
「
前
と
は
違
う
」
と
い

う
観
客
の
反
応
を
伝
え
て
い

る
。

　

特
定
の
場
面
で
「
コ
ー
ル
バ

ッ
ク
」
す
る
こ
と
が
同
作
品
の

醍
醐
味
だ
が
、
劇
場
の
ス
タ
ジ

オ
54
は
公
式
サ
イ
ト
で
「
大
声

は
謹
ん
で
。
同
作
品
は
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

で
あ
り
、
映
画
の
レ
イ
ト
シ

ョ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

指
示
し
て
い
る
。
同
作
品
は

１
９
７
３
年
の
ロ
ン
ド
ン
公
演

が
成
功
し
、
75
年
に
映
画
化
さ

れ
た
。
Ｎ
Ｙ
で
映
画
公
開
と
な

る
と
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
・
ビ
レ
ッ

ジ
の
映
画
館
の
レ
イ
ト
シ
ョ
ー

に
は
出
演
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮

し
た
観
客
た
ち
が
「
コ
ー
ル
バ

ッ
ク
」
や
、
ト
ー
ス
ト
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
ト
ラ
ン
プ

投
げ
な
ど
で
盛
り
上
が
っ
た
。

２
０
０
０
年
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
公
演
で
は
「
観
客
参
加
用
グ

ッ
ズ
」
も
販
売
さ
れ
た
。
同
サ

イ
ト
は
「
コ
ー
ル
バ
ッ
ク
は
あ

く
ま
で
も
映
画
の
影
響
で
、
同

作
品
の
カ
ル
チ
ャ
ー
の
一
部
で

あ
る
こ
と
は
理
解
す
る
。
し
か

し
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
聴
き
、
舞

台
上
の
生
身
の
出
演
者
を
尊
重

し
た
い
と
望
む
観
客
も
い
る
」

と
伝
え
て
い
る
。
７
日
付
の
Ｎ

Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
の
記
事
は
、
今

回
の
公
演
を
監
督
す
る
サ
ム
・

ピ
ン
ク
ル
ト
ン
氏
に
よ
る
と
あ

る
程
度
の
定
番
の
コ
ー
ル
バ
ッ

ク
は
健
在
で
あ
る
、
と
伝
え
て

い
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ク
ン
・
フ

ル
タ
ー
演
じ
る
ル
ー
ク
・
エ
バ

ン
ズ
氏
は
、
熱
烈
な
ハ
ー
ド
コ

ア
な
フ
ァ
ン
の
な
か
に
は
昨
今

の
時
事
問
題
や
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
に
関
す
る
関
係
の
な
い
コ
ー

ル
バ
ッ
ク
を
叫
ぶ
こ
と
も
あ
り

「
不
快
な
ヤ
ジ
」
と
話
し
て
い

る
。

ロ
ッ
キ
ー
・
ホ
ラ
ー
・
シ
ョ
ー

待
望
の
復
活
公
演

　

５
月
下
旬
よ
り
、
国
外
転
出

者
向
け
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
開
始
さ

れ
る
。
そ
れ
に
伴
い
在
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
の
窓

口
で
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
一

部
を
除
き
原
則
終
了
と
な
る
。

　

ま
た
、
交
付
手
続
き
（
カ
ー

ド
の
受
け
取
り
）に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
領
事
窓
口
で
行
わ
れ

る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
導
入
に

伴
い
、
申
請
か
ら
交
付
ま
で
の

期
間
が
短
縮
さ
れ
る
見
込
み
で

あ
る
。

①
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
へ
の
移
行

　

国
外
転
出
者
向
け
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
（
新
規
交

付
や
有
効
期
限
の
更
新
な
ど)

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
在
外

公
館
の
領
事
窓
口
に
お
い
て
申

請
を
受
け
付
け
て
い
た
が
、
５

月
下
旬
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
に
移
行
さ
れ
る
。

　

在
外
公
館
領
事
窓
口
で
の
申

請
受
付
は
原
則
と
し
て
終
了
す

る
が
、
暗
証
番
号
を
ロ
ッ
ク
さ

れ
た
カ
ー
ド
の
ロ
ッ
ク
解
除

や
、暗
証
番
号
の
再
設
定
な
ど
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
現
物

が
必
須
の
手
続
の
み
、
引
き
続

き
在
外
公
館
領
事
窓
口
で
の
申

請
を
受
け
付
け
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
５
月
か
ら
国外転出者
向け

②
運
用
開
始
日
時
等

　

今
後
は
Ｊ‒

Ｌ
Ｉ
Ｓ
（
地
方

公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機

構
）の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、

直
接
、
市
区
町
村
役
場
に
申
請

す
る
方
式
に
変
更
と
な
る
。

　

具
体
的
な
運
用
開
始
日
時
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
た
め
の
案

内
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン

ク
）、
対
象
と
な
る
申
請
手
続

等
に
つ
い
て
は
、
準
備
が
整
い

次
第
告
知
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に

係
わ
る
各
種
問
い
合
わ
せ
（
申

請
サ
イ
ト
の
利
用
方
法
な
ど
）

は
、
同
サ
イ
ト
を
運
営
す
る

Ｊ‒

Ｌ
Ｉ
Ｓ
よ
り
後
日
案
内
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

③
交
付
手
続
き
（
カ
ー
ド
の
受

け
取
り
）

　

交
付
手
続
き
は
、
引
き
続
き

在
外
公
館
の
領
事
窓
口
（
又
は

日
本
国
内
の
市
区
町
村
窓
口
）

で
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
届
き

次
第
、
申
請
者
に
メ
ー
ル
で
通

知
さ
れ
る
の
で
、
予
約
を
し
て

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

背
景
に
あ
る
文
化
や
歴
史
、
ま

た
自
国
の
歴
史
に
つ
い
て
も
知

識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
」
と
言

い
、「
違
う
言
語
を
学
ぶ
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
し
、
ぜ

ひ
日
本
人
の
友
だ
ち
を
た
く
さ

ん
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
学
生

を
激
励
し
た
。

　

旦
さ
ん
は
、
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

や
朝
日
新
聞
に
「
米
語
ウ
ォ
ッ

チ
」
と
題
し
た
コ
ラ
ム
を
執
筆

中
。
学
生
は
、
事
前
に
著
書

『
米
語
ウ
ォ
ッ
チ
』
の
一
節
を

読
む
学
習
を
し
て
特
別
講
義
に

臨
ん
だ
。
質
疑
応
答
で
は
「
ど

の
よ
う
に
言
葉
を
探
す
か
」
と

い
う
質
問
に
対
し
「
各
テ
レ
ビ

局
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
は
必
ず
見

る
し
、
テ
ニ
ス
仲
間
の
ア
メ
リ

カ
人
と
雑
談
す
る
な
か
で
教
え

て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
る
」
と

答
え
、「
和
製
英
語
に
興
味
が

あ
る
か
」
と
の
質
問
に
は
、「
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
」「
マ
ン
シ
ョ
ン
」

な
ど
を
例
に
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
た
。
講
義
の
後
で
旦

さ
ん
は
「
日
本
語
を
勉
強
す
る

若
い
人
々
が
熱
心
に
話
を
聞
い

て
く
だ
さ
り
非
常
に
嬉
し
く
思

っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

④
そ
の
他
留
意
点

　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
導
入
に

伴
い
、
紙
の
申
請
書
類
を
日
本

国
内
の
市
区
町
村
役
場
へ
輸
送

す
る
手
続
き
が
不
要
と
な
る
た

め
、
申
請
か
ら
交
付
ま
で
の
期

間
が
短
縮
さ
れ
る
見
込
み
。

　

近
日
中
（
特
に
４
月
下
旬
以

降
）
に
国
外
転
出
者
向
け
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
予

定
し
て
い
る
場
合
、
領
事
窓
口

で
申
請
す
る
よ
り
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
の
運
用
が
開
始
さ
れ

る
５
月
下
旬
を
待
っ
て
か
ら
申

請
し
た
方
が
、
カ
ー
ド
を
早
く

受
け
取
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ポ
ス
ト
紙

は
４
月
19
日
付
電
子
版(

印
刷

版
20
日
付
）
で
、
皇
籍
離
脱
後

に
米
国
で
生
活
す
る
小
室
眞
子

さ
ん
と
夫
の
小
室
圭
氏
に
つ
い

て
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
郊
外
で

「
小
さ
な
後
継
者
と
と
も
に
過

ご
す
様
子
が
目
撃
さ
れ
た
」
と

報
じ
た
。
秋
篠
宮
ご
夫
妻
の
長

女
で
２
０
２
１
年
に
結
婚
し
た

眞
子
さ
ん
が
量
販
店
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ッ
グ
を

持
っ
て
、
幼
子
を
抱
え
た
夫
の

圭
氏
と
歩
く
姿
な
ど
８
枚
の
写

真
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

同
紙
に
よ
る
と
、
夫
妻
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
か
ら
離
れ
、
フ

ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
郡
に
あ
る
住

居
へ
転
居
。
近
隣
の
チ
ー
ズ
店

や
ベ
ー
カ
リ
ー
の
ほ
か
、
ス
ー

パ
ー
で
買
い
物
を
す
る
姿
が
確

認
さ
れ
た
と
い
う
。「
元
皇
女

は
シ
ン
プ
ル
な
黒
の
ト
ッ
プ
ス

に
ブ
ル
ー
ジ
ー
ン
ズ
、
そ
し
て

薄
い
ク
リ
ー
ム
色
の
カ
ー
デ
ィ

ガ
ン
を
着
用
、
夫
は
カ
ジ
ュ
ア

ル
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
と
ベ
ー
ジ
ュ

の
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
子
供
を
抱

っ
こ
紐
に
入
れ
て
い
た
」
と
伝

え
て
い
る
。

　

同
紙
は
、
夫
妻
が
約
68
万
ド

ル
の
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
に
暮
ら

し
、「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ヘ
ル

ズ
キ
ッ
チ
ン
地
区
よ
り
も
静
か

な
環
境
に
移
っ
た
」
と
指
摘
。

昨
年
（
５
月
）、
ベ
ビ
ー
カ
ー

を
押
し
て
い
る
二
人
の
写
真
が

パ
パ
ラ
ッ
チ
に
撮
影
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
も
「
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
こ
と
を
秘
密
に
し
続
け
て

い
る
」
と
し
て
い
る
。

　

眞
子
さ
ん
は
か
つ
て
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
美
術
館
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ

と
、
ま
た
圭
氏
は
ロ
ー
ウ
ェ
ン

ス
タ
イ
ン
・
サ
ン
ド
ラ
ー
法
律

事
務
所
の
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
弁
護

士
と
し
て
、
国
際
貿
易
と
国
家

安
全
保
障
を
専
門
に
業
務
を
行

っ
て
い
る
こ
と
も
紹
介
。
夫
妻

が
皇
室
か
ら
経
済
的
に
独
立

し
、
比
較
的
質
素
な
生
活
を
送

っ
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る

と
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
名

前
や
性
別
は
公
表
さ
れ
て
お
ら

ず
、「
日
本
の
法
律
で
は
皇
位

継
承
は
父
か
ら
息
子
に
の
み
認

め
ら
れ
て
い
る
た
め
皇
位
継
承

権
は
持
た
な
い
」
と
説
明
。
皇

室
は
今
後
も
私
生
活
に
つ
い
て

公
表
し
な
い
意
向
で
あ
る
と
報

じ
た
。
結
婚
に
際
し
皇
族
の
身

分
を
離
れ
た
経
緯
に
も
触
れ
、

「
日
本
社
会
は
衝
撃
を
受
け
た
」

と
伝
え
て
い
る
。

　

記
事
に
は
20
日
ま
で
に
コ
メ

ン
ト
が
２
４
０
件
以
上
集
ま

り
、「
自
分
の
幸
せ
を
追
求
す

る
勇
気
を
持
っ
た
彼
女
を
称
賛

し
た
い
」「
ハ
リ
ー
王
子
と
メ

ー
ガ
ン
妃
は
、
彼
ら
の
や
り
方

を
見
習
う
べ
き
だ
！
」
な
ど
小

室
夫
妻
を
称
賛
す
る
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
。

眞
子
さ
ん
郊
外
で
子
育
て

Ｎ
Ｙ
ポ
ス
ト
紙
が
近
況
掲
載

子
供
を
抱
え
て
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
の
街
を
歩
く
小
室
夫
妻
と
日
本
の
皇
室
に
つ
い
て
封
じ
る
20
日
付
Ｎ
Ｙ
ポ
ス
ト
紙

mailto:kuranishi@jeiny.org
mailto:jei@jeiny.org
mailto:jei@jeiny.org
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
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英
語
が
聞
き
取
れ
な
い
と

き
、「
も
っ
と
頑
張
っ
て
集
中

し
な
け
れ
ば
」
と
思
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
と
こ
ろ
が
実

は
、
こ
と
ば
を
理
解
し
よ
う
と

考
え
る
ほ
ど
、
音
そ
の
も
の
を

聴
く
力
が
弱
ま
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
と
ば
を
理
解
す
る
働
き

と
、
音
を
聴
き
取
る
働
き
は
、

少
し
性
質
が
異
な
り
ま
す
。
ど

ち
ら
も
大
切
で
す
が
、
一
方
に

強
く
意
識
を
向
け
る
と
、
も
う

一
方
は
静
か
に
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
自
転
車
に
乗
る
と

き
。
動
き
や
バ
ラ
ン
ス
を
一
つ

ひ
と
つ
考
え
始
め
る
と
、
か
え

っ
て
う
ま
く
乗
れ
な
く
な
り
ま

す
。
英
語
の
音
も
そ
れ
に
似
て

い
ま
す
。
意
味
を
追
い
か
け
す

ぎ
る
と
、
音
を
感
じ
る
感
覚
か

ら
離
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
は
、
少
し
深
呼

吸
を
し
て
力
を
抜
い
て
み
て
く

だ
さ
い
。
こ
と
ば
を
音
の
流
れ

と
し
て
感
じ
る
だ
け
で
、
英
語

の
響
き
は
ふ
っ
と
耳
に
入
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

英
語
の
音
は
、
頑
張
っ
て
つ

か
む
よ
り
も
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
状
態
で
受
け
取
る
ほ
う
が
自

然
に
身
に
つ
い
て
い
き
ま
す
。

第
6
回　

音
を
聴
く
と
き
、
脳
は
静
か
に
な
る

̶
 

学
ぶ
よ
り
、
感
じ
る
と
い
う
入
口 ̶

肩
の
力
を
抜
き
、
そ
の
響
き
に

身
を
ゆ
だ
ね
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

そ
の
と
き
私
た
ち
は
、
母
語

の
子
守
唄
の
よ
う
に
心
地
よ

く
、
本
物
の
英
語
の
音
に
や
さ

し
く
出
会
い
直
し
ま
す
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ
：
ス
ラ
イ

ド
メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。

著
書
『
最
強
英
語
発
音
メ
ソ

ッ
ド
』。
発
音
教
育
を
通
し

て
、
人
が
「
聴
く
力
」
と
「
声

で
つ
な
が
る
力
」
を
取
り
戻

す
こ
と
を
テ
ー
マ
に
活
動
。

slidemethod.com

　

２
０
２
４
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
た
「
日
本
被
団

協
」
の
代
表
団
を
迎
え
た
講
演

会
が
26
日
（
日
）
午
後
３
時

か
ら
聖
ヨ
ハ
ネ
大
聖
堂
聖
堂

会
館
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
街   

バ
レ
エ
教
室
６
周
年
記
念

  

カ
レ
ン
ダ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

バ
レ
エ
教
室
ペ
テ
ィ
ッ
ト
・

ア
ロ
ン
ジ
ェ
・
ベ
ラ
Ｎ
Ｙ
で
は

創
立
６
周
年
を
記
念
し
て
キ
ッ

ズ
・
バ
レ
エ
・
ト
ラ
イ
ア
ル
教

室
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

る
。
10
人
以
下
の
少
人
数
制
で

開
催
。
未
経
験
者
歓
迎
。
６
周

年
記
念
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
（
４

月
〜
３
月
）
を
抽
選
で
読
者
５

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
応
募
は
当

選
後
に
本
紙
編
集
部
ま
で
取
り

に
来
ら
れ
る
人
。
カ
レ
ン
ダ
ー

は
、
教
室
を
主
宰
す
る
イ
ザ
ベ

ラ
・
ト
ー
レ
ス
さ
ん
が
モ
デ
ル

と
な
っ
て
い
る
。
希
望
者
は
Ｅ

メ
ー
ル
の
表
題
に
「
バ
レ
エ
教

室
カ
レ
ン
ダ
ー
希
望
」
と
明
記

し
て
、
氏
名
、
連
絡
先
（
電
話

番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を

添
え
て
応
募
す
る
こ
と
。
締

め
切
り
は
５
月
１
日
（
金
）。

応
募
先
は
Ｅ
メ
ー
ル info@

nyseikatsu.co

１
０
４
７
番
地
）
で
開
催
さ
れ

る
。
登
壇
者
は
長
崎
被
爆
者
の

濱
中
紀
子
さ
ん
、
広
島
胎
内
被

爆
者
の
柚
木
あ
つ
む
さ
ん
。
国

連
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に

合
わ
せ
て
来
米
す
る
２
人
か
ら

直
接
そ
の
体
験
を
聞
き
、
核
な

き
世
界
の
実
現
に
向
け
た
対
話

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
ー
と
共
に
深
め
る
。
通
訳

が
つ
く
。
誰
で
も
参
加
で
き

る
。
入
場
無
料
。
問
い
合
わ
せ

は
Ｅ
メ
ー
ル　

MJMny .info 
@gmail .com

平
和
を
語
り
継
ぐ　

　
　

日
本
被
団
協
の
被
爆
者

26
日
に
聖
ヨ
ハ
ネ
大
聖
堂
で
講
演

濱中さん柚木さん

動
機
善
な
り
や
、

私
心
な
か
り
し
か

感
謝
の
気
持
ち
を
も
つ

　

大
き
な
夢
を
描
き
、
そ
れ
を

実
現
し
よ
う
と
す
る
と
き
、「
動

機
善
な
り
や
」
と
い
う
こ
と
を

　

社
内
に
人
の
和
が
な
い
と
、

お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

も
の
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
製
品
に
は
そ
れ
を
つ
く
る

自
ら
に
問
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
自
問
自
答
し
て
、
自
分

の
動
機
の
善
悪
を
判
断
す
る
の

人
の
心
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
「
オ
レ
が

オ
レ
が
」
と
い
っ
た
利
己
的
な

考
え
方
で
は
、
社
内
に
和
を
つ

46

で
す
。

　

善
と
は
、
普
遍
的
に
良
き
こ

と
で
あ
り
、
普
遍
的
と
は
誰
か

ら
見
て
も
そ
う
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
自
分
の
利
益
や
都
合
、

格
好
な
ど
と
い
う
も
の
で
な
く
、

自
他
と
も
に
そ
の
動
機
が
受
け

入
れ
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
仕
事
を

進
め
て
い
く
上
で
は
「
私
心
な

か
り
し
か
」
と
い
う
問
い
か
け

が
必
要
で
す
。
自
分
の
心
、
自

己
中
心
的
な
発
想
で
仕
事
を
進

め
て
い
な
い
か
を
点
検
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

動
機
が
善
で
あ
り
、
私
心
が

な
け
れ
ば
結
果
は
問
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
成
功
す
る

の
で
す
。

く
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

私
た
ち
が
今
日
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
存
分
に
働
け
る
こ
と

は
、
お
客
様
や
取
引
先
は
も
ち

ろ
ん
、
職
場
の
仲
間
、
家
族
と

い
っ
た
周
囲
の
多
く
の
人
々
の

支
援
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
。

決
し
て
自
分
た
ち
だ
け
で
こ
こ

ま
で
こ
ら
れ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
常
に

周
囲
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
も

ち
、
お
互
い
に
信
じ
あ
え
る
仲

間
と
な
っ
て
仕
事
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

勉強会への参加、入塾に興味のある方
＜連絡先＞

info@zabuton-usa.com ( 内海 )

盛心塾ニューヨーク
www.seishinjukuny.org

https://acomoving.com/
https://michaeldunnlaw.com
http://myriverside.net/home
http://jaany.org/
http://kkobo.com/
tel:9176780297
mailto:info@zabuton-usa.com
http://www.seishinjukuny.org
slidemethod.com
mailto:MJMny.info@gmail.com
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サ
ン
タ
コ
ン
の
主
催
者
を
起
訴

　

今
回
は
９
店
舗
の
う
ち
５
店

舗
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
店
が
占

め
て
い
る
。
豊
富
な
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ワ
イ
ン

と
フ
レ
ン
チ
の
つ
ま
み
で
ゆ
っ

く
り
過
ご
せ
る
ワ
イ
ン
・
バ
ー

「
ア
ン
ト
ル
・
ヌ
ー
」（
ク
リ

フ
ト
ン
・
プ
レ
イ
ス
39
番
地
）

と
、
テ
キ
サ
ス
州
エ
ル
・
パ
ソ

と
メ
キ
シ
コ
の
シ
ウ
ダ
ー
・
フ

ア
レ
ス
の
国
境
周
辺
の
ス
タ
イ

ル
に
こ
だ
わ
る
ブ
リ
ト
ー
専
門

の
「
ロ
ス
・
ブ
リ
ト
ー
ズ
・
フ

ア
レ
ス
」（
マ
ー
ト
ル
・
ア
ベ

ニ
ュ
ー
３
５
４
番
地
）
は
共
に

ク
リ
ン
ト
ン
・
ヒ
ル
の
店
で
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
料
理
の
「
ボ
ン
」

（
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
プ
レ
イ
ス

７
２
４
番
地
）
は
ク
ラ
ウ
ン
・

ハ
イ
ツ
で
人
気
が
急
上
昇
し
て

い
る
。
ブ
リ
ト
ー
専
門
店
で
は

ミ
シ
ュ
ラ
ン
星
付
き
の
メ
キ
シ

コ
料
理
店
「
コ
リ
マ
」
が
手

が
け
る
「
ヴ
ァ
ト
」（
７
番
街

２
２
６
番
地
）
も
選
ば
れ
、
ウ

ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
の
カ
ジ
ュ

ア
ル
・
イ
タ
リ
ア
ン
「
イ
・
カ

ヴ
ァ
リ
ー
ニ
」（
グ
ラ
ン
ド
・

ス
ト
リ
ー
ト
２
８
４
番
地
）
は

ミ
シ
ュ
ラ
ン
星
獲
得
の
レ
ス
ト

　

ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
Ｎ
Ｙ
は

３
月
25
日
、
Ｎ
Ｙ
市
内
の
レ
ス

ト
ラ
ン
９
店
舗
が
新
た
に
同
ガ

イ
ド
に
加
わ
っ
た
こ
と
を
発
表

し
た
。

Robot Ump　ロボット・アンパイア
　今年のシーズンが開幕した大リーグの大きな話題はRobot Ump の導入です。　Robot はロボットそ
してUmpはUmpire のことで、投手の投げたボールがストライクかボールかを、最終的にコンピュー
ターによるリプレイ判定システムを使って判断する試みです。正式にはAutomated Ball-Strike (A.B.S.) 
Challenge System　（自動ボール・ストライク挑戦システム）と呼ばれます。ロボット審判は、基本的

には投球データを即座に解析・判断するコンピュータ視覚システムです。
 　これまでは、捕手の後ろに立つ球審によるストライクとボールの判定は絶対で、異議を申し立てる正式な手続きはありま
せんでした。しかし、Robot Ump のもとでは 投手、捕手そして打者が異議を申し立てることができ、球場に仕掛けられた複
数の専用カメラが、投げられたボールの軌道を確認し最終判断を下します。　但し、異議が２回否定された時点で、チームは
その試合で異議を提起する権利を失います。
 　このRobot Ump が導入されることにより、すべての選手の正確な身長が登録されます。ストライクゾーンの幅は変わりま
せんが高さについては、これまでの人間の審判の判定に準じて、身長の一定のパーセンテージの枠がストライクゾーンとされ
ます。これにより、捕手がグラブを動かして、ストライクと見せかける技Framingという技術の重要性も変わっていくかも
しれません。
 　アメリカでは２０２３年からPitch Clock と言う方式で、投球間隔の短縮が行われています。日本ではまだ導入されていま
せんが、ワールド・ベースボール・クラシックではすでに導入されています。 野球が国際的な場でプレイされる機会が増える中、
Robot Ump などの新しいルールが今後どこまで導入されるのか非常に興味深いです。 （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 【307】

本
紙
に
連
載
中
の
コ
ラ
ム
「
米
語W

atch

」
の
単
行
本
第
２
弾
『
ア

メ
リ
カ
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
』（
旦
英
夫
著
）
が
好

評
発
売
中
。「
文
化
・
生
活
」「
社
会
」「
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
」「
政

治
・
法
律
」
の
4
分
野
か
ら
旬
の
言
葉
を
紹
介
。
米
国
紀
伊
國
屋

書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
で
発
売
中
。
本
体
価
格
19
ド
ル
99
セ
ン
ト
。 

　

ク
リ
ス
マ
ス
時
期
に
大
勢
で

サ
ン
タ
の
格
好
を
し
て
パ
ブ
を

ハ
シ
ゴ
す
る
「
サ
ン
タ
コ
ン
」

の
主
催
者
に
、
同
イ
ベ
ン
ト
の

寄
付
金
を
盗
ん
だ
疑
い
が
か
け

ら
れ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｙ
州
南
部
地
区
連
邦
地

方
裁
判
所
の
検
察
官
は
15
日
、

２
０
１
９- 

24
年
の
同
イ
ベ
ン

ト
の
一
環
で
行
っ
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
活
動
で
集
ま
っ
た
最
低

２
７
０
万
ド
ル
の
う
ち
、
半
分

以
上
を
裏
金
と
し
て
流
用
し
、

贅
沢
な
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
た

と
し
て
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ピ
ル
デ

ス
容
疑
者
（
50
）
を
起
訴
し
た
。

同
容
疑
者
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上

で
、
サ
ン
タ
コ
ン
の
参
加
者
に

対
し
「
飢
餓
対
策
」
や
「
芸
術

資
金
」
と
し
て
募
金
を
呼
び
か

け
「
あ
な
た
の
お
金
は
こ
の
ペ

ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
様
々

な
慈
善
募
金
活
動
に
直
接
使
わ

れ
る
」
と
促
し
て
い
た
。

　

ジ
ェ
イ
・
ク
レ
イ
ト
ン
連
邦

検
事
は
声
明
で
「
ス
テ
フ
ァ

ン
・
ピ
ル
デ
ス
は
慈
善
活
動
と

し
て
サ
ン
タ
コ
ン
を
奨
め
て
い

た
が
、
集
ま
っ
た
何
百
万
ド
ル

も
の
募
金
を
寄
付
す
る
代
わ
り

に
自
身
の
コ
ン
・
ゲ
ー
ム
（
信

用
詐
欺
）
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ー
の
寛
大
な
ホ
リ
デ
ー
精
神

を
利
用
し
た
」
と
伝
え
て
い

る
。
同
イ
ベ
ン
ト
に
は
毎
年
約

２
万
５
０
０
０
人
が
参
加
し
て

い
る
。
ピ
ル
デ
ス
容
疑
者
は
サ

ン
タ
コ
ン
以
外
に
も
大
規
模
な

イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
、
毎
年
ネ

バ
ダ
州
の
荒
野
で
行
わ
れ
る
バ

ー
ニ
ン
グ
・
マ
ン
に
大
金
を
つ

ぎ
込
ん
で
い
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
る
。
起
訴
状
に
よ
る
と
、
同

容
疑
者
は
着
服
金
を
改
装
費

と
し
て
Ｎ
Ｊ
州
湖
畔
の
家
に

36
万
５
０
０
０
ド
ル
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
高
級
ア
パ
ー
ト
に

12
万
４
０
０
０
ド
ル
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
星
付
き

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
誕
生
日
デ
ィ

ナ
ー
に
約
３
０
０
０
ド
ル
な
ど

に
使
っ
て
い
た
。

ラ
ン
兼
ワ
イ
ン
・
バ
ー
「
ザ
・

フ
ォ
ー
・
ホ
ー
ス
メ
ン
」
が
運

営
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
デ
ュ
シ
ェ
ー
ヌ
夫

妻
が
提
供
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
な

フ
レ
ン
チ
「
ル
・
シ
ェ
ー
ヌ
」

（
カ
ー
マ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト

76
番
地
）、
カ
ウ
ン
タ
ー
22
席

の
コ
リ
ア
ン
・
フ
レ
ン
チ
「
ハ

ワ
ロ
」（
８
番
街
７
７
６
番
地
）、

シ
ェ
フ
の
フ
ア
ン
・
マ
ヌ
エ
ル
・

バ
リ
エ
ン
ト
ス
氏
が
マ
イ
ア
ミ

と
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
次
い
で

オ
ー
プ
ン
し
た
独
創
的
な
コ
ロ

ン
ビ
ア
料
理
「
エ
ル
シ
エ
ロ
」

（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
１
２
２
７

番
地
、
バ
ー
ジ
ン
・
ホ
テ
ル
ズ

Ｎ
Ｙ
Ｃ
）、
そ
し
て
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
出
身
の
シ
ェ
フ
、
フ

リ
ン
・
マ
ク
ギ
ャ
リ
ー
氏
が
オ

ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
で
コ
ン
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
料
理
を
提
供
す
る

「
コ
ー
ヴ
」（
西
ハ
ウ
ス
ト
ン
・

ス
ト
リ
ー
ト
２
８
５
番
地
）
の

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
４
店
舗
が
選

ば
れ
た
。
新
た
な
星
獲
得
、
ビ

ブ
グ
ル
マ
ン
は
毎
年
秋
に
発
表

さ
れ
る
。
新
登
録
店
の
詳
細

はhttps://guide.michelin.
com/ca/en

を
参
照
す
る
。

支
援
者
の
慈
善
金
を
着
服

ブルックリンの５店ほか
新たにミシュランＮＹに

　

独
創
的
な
イ
タ
リ
ア
ン
・
レ

ス
ト
ラ
ン
と
し
て
知
ら
れ
る
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
の
カ
フ
ェ
・
マ
ー

ズ
（
３
番
街
２
７
２
番
地
）
は
、

５
月
は
イ
タ
リ
ア
ン
居
酒
屋
と

し
て
営
業
す
る
と
伝
え
て
い

る
。

　

ITA-M
AY-

SHI

⁉ 
（
イ
タ
リ

ア
ン+

５
月
＝

イ
タ
メ
シ
）
と
題

し
た
同
イ
ベ
ン
ト

期
間
中
は
、
リ
ガ

ト
ー
ニ
の
箸
置
き
、
カ
タ
カ
ナ

の
ネ
オ
ン
看
板
や
サ
ン
ト
リ
ー

の
「
デ
ィ
バ
イ
ン
・
フ
ォ
ー
ム

（
神
泡
）」
ビ
ー
ル
で
、
同
店
は

完
全
に
イ
タ
メ
シ
屋
に
「
変

態
」
す
る
と
伝
え
て
い
る
。
同

店
は
昨
年
、
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ

風
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
風
な
ど

様
々
な
地
域
、
国
の
食
文
化
に

ヒ
ン
ト
を
得
た
イ
タ
リ
ア
料
理

を
提
供
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

イ
タ
リ
ア
ン
」
を
展
開
し
、
中

で
も
、
パ
ル
メ
ザ
ン
チ
ー
ズ
と

白
味
噌
で
漬
け
た
魚
や
ペ
パ
ロ

ニ
握
り
、
ト
ル
テ
リ
ー
ニ
餃
子

の
ポ
ン
酢
添
え
な
ど
、
シ
ェ
フ

の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ー
ク
氏
が

手
が
け
た
イ
タ
メ
シ
・
メ
ニ
ュ

ー
が
好
評
だ
っ
た
と
い
う
。
い

わ
ゆ
る
日
本
の
イ
タ
メ
シ
や
居

酒
屋
と
は
異
な
り
そ

う
だ
が
、
シ
ェ
フ
の

想
像
と
創
造
力
に
期

待
し
た
い
。
イ
タ
メ

シ
月
間
は
５
月
６
日

に
ス
タ
ー
ト
し
、
営

業
日
の
水
曜
か
ら
土

曜
の
デ
ィ
ナ
ー
で
提
供
す
る
。

予
約
や
そ
の
ほ
か
の
詳
細
は

https://cafemarsbk.com

を

参
照
す
る
。

イ
タ
メ
シ
居
酒
屋

カ
フ
ェ
・
マ
ー
ズ
が
５
月
限
定
で

　

ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ
Ｎ
Ｙ

市
長
と
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
元
大

統
領
は
18
日
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
の

保
育
所
で
初
対
面
し
た
。

　

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
ル
ー
・
プ

レ
イ
・
プ
レ
Ｋ
セ
ン
タ
ー
に
到

着
し
た
２
人
は
、
約
20
人
の
プ

レ
Ｋ
と
３-

Ｋ
の
子
供
た
ち
に

児
童
書
『
ア
ロ
ー
ン
＆
ト
ゥ
ギ

ャ
ザ
ー
』
を
読
み
聞
か
せ
、
一

緒
に「
ウ
ィ
ー
ル
ズ
・
オ
ン
・
ザ
・

バ
ス
」
を
歌
卯
な
ど
し
て
一
緒

に
約
90
分
過
ご
し
た
。
マ
ム
ダ

ニ
同
市
長
の
ジ
ョ
ー
・
カ
ル
ヴ

ェ
ッ
ロ
報
道
官
は
声
明
で
２
人

は
「
マ
ム
ダ
ニ
市
長
の
市
政
と

児
童
支
援
の
視
点
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
」
と
伝
え
て
い
る
。

当
日
は
限
ら
れ
た
記
者
の
み
取

材
を
許
さ
れ
た
が
、
質
疑
応
答

は
な
か
っ
た
。
マ
ム
ダ
ニ
同
市

長
の
側
近
は
、
数
か
月
を
か
け

て
で
き
る
だ
け
早
く
２
人
の
会

合
を
調
整
し
て
い
た
と
い
う
。

オ
バ
マ
元
大
統
領
は
昨
年
の
Ｎ

Ｙ
市
長
選
で
マ
ム
ダ
ニ
氏
を
支

援
し
て
い
た
な
か
っ
た
が
、
投

票
日
の
前
に
マ
ム
ダ
ニ
氏
の
選

挙
運
動
を
「
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ブ

マ
ム
ダ
ニ
市
長
と
オ
バ
マ
元
大
統
領

ブ
ロ
ン
ク
ス
の
学
校
で
初
対
面

（
見
事
な
）」
と
賞
賛
し
、
勝
利

し
た
場
合
は
「
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
ボ
ー
ド
（
相
談
役
）」
と

し
て
応
援
す
る
旨
を
示
し
て
い

た
。

参加者たちの善意を欺く形となった主催者の起訴

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
首
都
ワ

シ
ン
ト
ン
に
計
画
す
る
巨
大

な
「
凱
旋
門
」
建
設
を
め
ぐ

り
、
規
模
や
法
的
手
続
き
、
景

観
へ
の
影
響
を
巡
っ
て
論
争
が

広
が
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏

が
任
命
し
た
委
員
で
構
成
さ
れ

る
連
邦
美
術
委
員
会
は
４
月
16

日
、
建
国
２
５
０
周
年
を
記
念

す
る
高
さ
２
５
０
フ
ィ
ー
ト

（
約
76
メ
ー
ト
ル
）
の
ア
ー
チ

計
画
を
暫
定
承
認
し
た
が
、
設

計
変
更
を
求
め
て
お
り
、
最
終

決
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
建

設
予
定
地
は
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
を

挟
ん
だ
リ
ン
カ
ー
ン
記
念
堂
の

対
岸
、
ア
ー
リ
ン
ト
ン
国
立
墓

地
近
く
。
計
画
は
当
初
、
高
さ

76
フ
ィ
ー
ト（
約
23
メ
ー
ト
ル
）

の
比
較
的
控
え
め
な
案
だ
っ
た

が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
意
向
で
段

階
的
に
拡
大
さ
れ
、
現
在
の
規

模
に
至
っ
た
。
完
成
す
れ
ば
パ

リ
の
凱
旋
門
を
上
回
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

巨
大
凱
旋
門
計
画

https://hls-global.com
https://www.maxjob.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://cafemarsbk.com
https://cafemarsbk.com
https://cafemarsbk.com
https://guide.michelin.com/ca/en
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65

自
宅
の
手
巻
き
パ
ー
テ
ィ
ー
を
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

タ
コ
と
い
ぶ
り
が
っ
こ

手
巻
き
3
種
類

ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

　

ヨ
ー
グ
ル
ト
ソ
ー
ス
と
い
ぶ

り
が
っ
こ
の
食
感
を
楽
し
め
る

一
皿
で
混
ぜ
る
だ
け
。

コ
ツ
＝
長
方
形
に
切
っ
た
海
苔

の
片
側
に
少
し
シ
ャ
リ
を
広
げ

て
、
野
菜
や
ネ
タ
を
乗
せ
、
角

と
角
を
合
わ
せ
て
ク
レ
ー
プ
の

よ
う
に
巻
く
と
お
店
の
よ
う
に

な
る
。

ス
パ
ツ
ナ

　

ス
パ
イ
シ
ー
マ
ヨ
を
自
宅
で

作
っ
て
マ
グ
ロ
の
赤
身
と
き
ゅ

う
り
や
カ
イ
ワ
レ
を
挟
ん
で
み

よ
う
。

サ
ー
モ
ン

　

ギ
リ
シ
ャ
料
理
的
な
味
わ
い

で
、
サ
ー
モ
ン
と
き
ゅ
う
り
の

【材料】（１人前）
ヨーグルトソース
グリークヨーグルト ....... 50g
クリームチーズ ............... 10g
ゆずジュース  ..................15g
タコ ............................... 70g
いぶりがっこ、たくあんでも！
...................................　30g
カイワレ
真砂 .............................. 10g
仕上げに　オリーブオイル
醤油少々

【材料】
いちご ................. 160g
水 ........................ 100L
砂糖 ...................... 80g
ゼラチン ............... 2.5g
コーンスターチ ..... 2.5g
レモン .................. 1tbs

　

い
ち
ご
を
ミ
キ
サ
ー
に
か

け
、
材
料
を
全
部
混
ぜ
て
、
一

旦
火
に
か
け
て
砂
糖
を
溶
か

す
。
ゼ
ラ
チ
ン
を
溶
か
す
程
度

で
沸
か
さ
な
く
て
い
い
。
入
れ

物
に
入
れ
て
冷
凍
庫
で
固
め

る
。
食
感
を
よ
く
す
る
た
め
に

固
ま
っ
た
も
の
を
も
う
一
回
ミ

キ
サ
ー
に
か
け
て
砕
い
て
シ
ャ

ー
ベ
ッ
ト
状
に
し
て
冷
凍
庫
に

戻
す
。
レ
モ
ン
ジ
ュ
ー
ス
は
柚

子
ジ
ュ
ー
ス
に
し
て
も
美
味
し

い
。

　

今
月
の
生
き
生
き
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｓ

は
、
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
、

老
舗
寿
司
レ
ス
ト
ラ
ン「
波
崎
」

の
寿
司
シ
ェ
フ
礒
田
直
人
さ
ん

に
、
家
庭
で
楽
し
む
手
巻
き
パ

ー
テ
ィ
ー
を
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ

波崎 HASAKI
210 East 9th Street 

New York, NY 10003
営業時間

火曜～土曜　17:30～ 21:30
定休日：日曜、月曜
TEL 212-473-3327

https://www.hasakinyc.com/

食
感
が
楽
し
め
る
。

カ
ニ

　

ス
イ
ー
ト
＆
サ
ワ
ー
で
ク
リ

ス
ピ
ー
な
食
感
。

【材料】スパツナ
マヨネーズ ............................. 80g
シラチャソース .......................20g
ごま油 ......................................5g
ネギトロ
お好みの野菜

サーモン
クリームソース

サワークリーム ...................... 40g 
マヨネーズ ................................5g 
お酢 .........................................5g 
おろしニンニク ......................少々 
ディル（dill） ...........................少々
塩 ................................ひとつまみ
サーモン、きゅうり

カニ
スウィートサワーソース
ケチャップ ..............................25g
ポン酢 ....................................10g
砂糖 .........................................2g
お酢 .........................................5g
カニ、カニかま
お好みの野菜・パクチがおすすめ

プ
す
る
３
品
を
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
す
。

　

礒
田
さ
ん
は
寿
司
職
人
の
父

を
持
ち
、Jewel Bako
で
修

行
を
積
ん
だ
の
ち
、Toribei
、

Naruto Ramen

で
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
経
験
を
経
てNorikoH

に
て
日
本
人
唯
一
の
シ
ェ
フ

を
務
め
、
そ
の
後Kissaki

、

２
０
２
３
年
か
ら
「
波
崎
」
の

寿
司
シ
ェ
フ
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://www.hasakinyc.com/
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サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
登
録
開
始

あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
教

育
・
文
化
系
の
非
営
利
団
体
の

あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、

今
年
の
夏
に
開
催
す
る
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
の
参
加
登
録
を
開
始

し
た
。 

　

あ
お
ぞ
ら
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

は
、
7
月
7
日
か
ら
8
月
22
日

ま
で
の
7
週
間
に
か
け
て
開
催

さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
子
ど

も
た
ち
が
夏
の
日
々
を
思
い
き

り
楽
し
む
た
め
、
毎
週
異
な
る

テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
芸
術
・
運

動
・
知
的
活
動
な
ど
、
わ
く
わ

く
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
盛
り
沢
山
用
意
し
て

い
る
。
そ
の
多
く
は
、
日
本
や

日
本
文
化
と
の
つ
な
が
り
を
よ

り
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
特
別
に

選
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
毎
日

で
き
た
て
の
昼
食
を
提
供
し
て

い
る
。 

▪
 日
本
の
夏
キ
ャ
ン
プ（
対
象
：

２
０
２
０
年
か
ら
２
０
２
３
年

生
ま
れ
の
児
童
・
日
本
語
） 

　

日
本
の
文
化
や
伝
統
を
テ
ー

マ
に
し
た
体
験
型
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
通
し
て
楽
し
く
探
究
す

る
。
毎
週
異
な
る
テ
ー
マ
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
ワ
ク
ワ
ク
す
る
経

験
を
通
し
て
学
び
の
世
界
を
広

げ
る
。
文
化
体
験
と
学
び
の
楽

し
さ
が
調
和
し
た
思
い
出
に
残

る
夏
を
約
束
す
る
。 

▪
 ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
キ
ャ
ン

プ
（
対
象
：
２
０
１
７
年
か
ら

２
０
１
９
年
生
ま
れ
の
児
童
・

日
本
語
） 

　

週
毎
に
違
う
テ
ー
マ
の
漫
画

や
ア
ニ
メ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

行
う
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
満
ち
た

体
験
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ア
ー

ト
の
表
現
、
友
情
、
そ
し
て
ア

ニ
メ
と
マ
ン
ガ
の
魅
力
に
満
ち

た
夏
を
一
緒
に
楽
し
む
。 

　

早
期
登
録
割
引
が
あ
り
、
5

月
31
日
ま
で
に
6
週
間
以
上
の

申
し
込
み
で
最
大
19
％
の
割
引

が
適
用
さ
れ
る
。 

　

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

www.aozoracom
m
unity.

org/summer-camp-2026 

参
照
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
植
物

園
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ボ
タ
ニ
カ

ル
ガ
ー
デ
ン
に
は
数
多
く
の
桜

の
品
種
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
時
期
は
日
本
の
伝
統
文
化

と
し
て
の
「
お
花
見
」
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
公
式
サ

イ
ト
で
は
園
内
の
開
花
状
況
を

確
認
で
き
、
桜
の
木
々
の
間
の

散
策
や
、
桜
を
巡
る
園
内
ツ
ア

ー
に
も
参
加
で
き
る
。

　

21
日
（
火
）
か
ら
24
日
（
金
）

ま
で
の
4
夜
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
る「
ハ
ナ
ミ
・
ナ
イ
ト
」で
は
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
桜
の
木

の
下
で
音
楽
や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
、
グ
ル
メ
を
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
る
。

　

出
演
は
21
日
＝
沖
縄
三
味
線

の
愛
世
梨
乃
、琴
の
石
榑
雅
代
、

ソ
ウ
ル
、
ジ
ャ
ズ
、
ブ
ラ
ジ
ル

音
楽
を
融
合
さ
せ
た
サ
ウ
ン
ド

を
マ
ン
デ
ー
満
ち
る
、
お
馴
染

み
の
サ
ム
ラ
イ
・
ソ
ー
ド
・
ソ

ウ
ル
が
迫
力
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
。
22
日
＝
琴
の
石

榑
雅
代
と
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｉ
琴
三

味
線
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
ヒ
ナ
及

川
、
伊
藤
さ
ち
よ
舞
踊
団
、
23

日
＝
ハ
ド
ソ
ン
バ
レ
ー
尺
八
楽

団
、
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
早

間
美
紀
と
バ
ン
ド
・
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、

よ
さ
こ
い
ダ
ン
ス
、
24
日
＝
天

理
雅
楽
、
琴
の
石
榑
雅
代
、
フ

ル
ー
ト
奏
者
・
佐
伯
麻
由
カ
ル

テ
ッ
ト
、
女
性
太
鼓
ダ
ン
サ
ー

グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
。

　

司
会
は
合
田
沙
お
り
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
折
り
紙
や
風
呂
敷

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
け
ん

玉
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
用
意

さ
れ
て
い
る
。

　

園
内
へ
は
、
イ
ー
ス
タ
ン
・

パ
ー
ク
ウ
ェ
ー
１
５
０
番
地
、

フ
ラ
ッ
ト
ブ
ッ
シ
ュ
・
ア
ベ

ニ
ュ
ー
４
５
５
番
地
ま
た
は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー　

９
９
０
番
地
か
ら
入
園
可
能
。

入
園
料
は
大
人
22
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
16
ド
ル
、
12
歳

以
下
・
会
員
は
無
料
。
チ
ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://www.bbg.org/

を
、

イ
ベ
ン
ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
はhttps://

www.bbg.org/visit/event/
hanami_nights

を
参
照
。

ハ
ナ
ミ
・
ナ
イ
ト

ボ
タ
ニ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
桜
ま
つ
り

mailto:kj.inter.artist@gmail.com
https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
https://www.jwsny.org/pdfs/document/boshu_youkou2026.pdf
https://www.bbg.org/
https://www.bbg.org/
https://www.bbg.org/
https://www.bbg.org/
https://www.bbg.org/visit/event/hanami_nights
www.aozoracommunity.org/summer-camp-2026
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
及
び
近
郊

に
在
住
す
る
武
蔵
野
美
術
大
学

の
仲
間
に
よ
っ
て
２
０
１
７
年

に
結
成
さ
れ
た
ア
ー
ト
グ
ル
ー

プ
、「
武
蔵
野
コ
ン
ソ
ー
テ
ィ

ア
ム
」
の
第
８
回
展
が
、
５

月
６
日
（
水
）
か
ら
５
月
17

日
（
日
）
ま
で
、
ロ
ウ
ア
ー

イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
老
舗
画

廊
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ワ
ン
・
ト

ゥ
エ
ン
テ
ィ
エ
イ
ト
（
リ
ビ
ン

ト
ン
通
り
１
２
８
丁
目
、
電
話

３
３
２
・
２
２
０
・
９
８
９
０
）

で
開
か
れ
る
。
1
年
に
一
度
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ア
メ

リ
カ
で
の
ア
ー
ト
体
験
や
社
会

経
験
が
ど
の
よ
う
な
変
容
を

各
々
に
も
た
ら
し
た
か
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ア
ー
ト
を
通
し
て
意
見

を
交
換
し
あ
い
、
確
か
め
る
貴

重
な
場
に
な
っ
て
い
る
。

　

参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
ヘ

ン
デ
ル
佳
奈
、
平
之
内
美
穂
、

キ
ノ
マ
ホ
、
鞍
井
綾
音
、
前
原

邦
彦
、
松
原
冬
子
、
神
舘
美
会

子
、
大
野
廣
子
、
奥
村
光
也
、

奥
村
泰
子
、
田
中
美
路
、
上
原

あ
け
み
、
依
田
順
子
、
依
田
寿

久
、
遊
真
Ｍ
Ｕ
篤
子
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
５
月
８
日
（
金
）

の
午
後
６
時
か
ら
８
時
。
開

廊
時
間
は
、
水
か
ら
土

曜
日
は
午
後
1
時
か
ら
6

時
、
日
曜
日
は
午
後
１
時

か
ら
5
時
。
詳
細
はwww. 

galleryonetwentyeight.org 

参
照
。

武
蔵
美
大
同
窓

年
次
グ
ル
ー
プ
展

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
楽
し
く
日

本
語
や
英
語
の
歌
を
歌
う
ッ
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
、
ジ
ャ
パ
ン

コ
ー
ラ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
も
が

5
月
18
日
（
月
）、
参
加
費
無

料
の
公
開
練
習
を
行
う
。

　

時
間
は
午
後
6
時
か
ら
8
時

ま
で
。
レ
ッ
ス
ン
会
場
は
リ
プ

リ
ー
・
グ
リ
ア
・
ス
タ
ジ
オ

（
八
番
街
９
３
９
番
地
２
Ａ
号

室
・
55
丁
目
と
56
丁
目
の
間
）。

問
い
合
わ
せ
は
、ichtomo.

nyc@gmail.com

ま
で
。

合
唱
団
「
と
も
」
５
月
18
日

　
　

参
加
無
料
の
公
開
練
習

　

Japan Performing Arts, 
Inc. 

（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）
で
は
初
心
者

を
対
象
と
し
た
着
付
け
ク
ラ
ス

を
開
催
す
る
。
母
親
か
ら
譲
り

受
け
た
着
物
や
帯
、
小
物
を
持

っ
て
い
て
、
ひ
と
り
で
着
て
み

た
い
と
い
う
方
向
け
の
ク
ラ
ス

で
、
着
物
全
体
に
つ
い
て
の
簡

単
な
知
識
か
ら
、浴
衣
の
着
方
、

普
段
着
か
ら
軽
め
の
パ
ー
テ
ィ

ー
な
ど
で
着
用
で
き
る
無
地
や

小
紋
の
着
方
と
、
一
重
太
古
の

結
び
方
ま
で
の
コ
ー
ス
。

　

期
間
は
5
月
31
日
か
ら
７
月

19
日
ま
で
の
毎
日
曜
日
で
午
後

1
時
か
ら
３
時
の
2
時
間
。
場

所
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
に
あ
る
ス
タ
ジ
オ
。

料
金
は
全
8
回
の
コ
ー
ス
で

２
４
０
ド
ル
。
ク
ラ
ス
が
始
ま

る
前
に
一
括
払
い
の
こ
と
。
定

員
（
4
〜
5
名
）
に
な
り
次
第

締
切
り
。
着
物
や
帯
・
小
物
等

を
持
っ
て
い
な
い
受
講
者
は
レ

ン
タ
ル
も
可
能
。
参
加
希
望
者

は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
グ
ー
グ
ル

フ
ォ
ー
ム
の
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
の
事
。
問
い
合
わ
せ
は jpa-

web11@proton.me

ま
で
。

着
物
の
着
付
け
教
室

Ｊ
Ｐ
Ａ
が
8
回
コ
ー
ス
で

　

日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
や
ド
ラ

マ
、
映
画
な
ど
が
定
額
見
放

題
で
楽
し
め
る
動
画
配
信
サ

ー
ビ
スJme

（
ジ
ェ
イ
ミ
ー
）

は
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://

watch.jme.tv/

）
か
ら
の
新
規

加
入
で
５
日
間
の
無
料
ト
ラ
イ

ア
ル
を
実
施
中
。

　

５
月
の
注
目
作
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ド
ラ
マ
10
「
コ
ン
ビ
ニ
兄
弟　

テ
ン
ダ
ネ
ス
門
司
港
こ
が
ね
村

店
」。
北
九
州
市
・
門
司
港
に

あ
る
コ
ン
ビ
ニ
の
超
イ
ケ
メ
ン

店
長
（
中
島
健
人
）
と
ワ
イ
ル

ド
な
謎
の
男
。
そ
し
て
訳
ア
リ

な
客
＆
店
員
た
ち
…
。
気
に
な

る
２
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
無
理
難

題
を
気
分
爽
快
に
解
決
！
（
全

10
回
）
そ
の
ほ
か
、
秋
元
康
が

企
画
・
原
案
、
福
士
蒼
汰
主
演

の
ド
ラ
マ
「
愛
し
て
た
っ
て
、

秘
密
は
あ
る
。（
英
語
字
幕
付

き
）」
愛
の
極
限
が
問
わ
れ
る

自
問
自
答
の
ラ
ブ
ミ
ス
テ
リ

ー
。（
全
10
回
）、
人
気
ド
ラ
マ

シ
リ
ー
ズ
「
岸
辺
露
伴
は
動
か

な
い
」
の
最
新
作
「
泉
京
香
は

黙
ら
な
い
」（
全
1
回
）、
特
集

ド
ラ
マ
「
有
罪
、
と
Ａ
Ｉ
は
告

げ
た
」（
全
1
回
）、
プ
レ
ミ
ア

ム
ド
ラ
マ
「
火
星
の
女
王　

特

別
編
」（
全
6
回
）、
土
曜
ド
ラ

マ
「
ム
シ
ョ
ラ
ン
三
ツ
星
」（
全

5
回
）。
ド
ラ
マ
の
他
に
も
ス

ポ
ー
ツ
「
大
相
撲
中
継
〜
夏
場

所
」、「Jme

大
相
撲
」
や
、
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
番
組
「
幕
内
の
全

取
組
」
も
放
送
中
！

　

俳
優
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の

伊
藤
沙
帆
が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
を
拠
点
に
活
動
す
る
劇

団
「A Sketch of New York 

Productions

」
の
長
寿
風
刺

ス
ケ
ッ
チ
・
コ
メ
デ
ィ
・
シ
ョ

ー
に
出
演
す
る
。
舞
台
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
情
景
や
あ
る
あ
る

ネ
タ
を
、「
ス
ケ
ッ
チ
」
の
よ

う
に
コ
ミ
カ
ル
な
シ
ー
ン
が
展

開
し
て
い
く
コ
メ
デ
ィ
で
、
伊

藤
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
の
会
話
シ

ー
ン
や
、
な
か
な
か
動
か
な
い

列
に
並
ん
で
る
人
な
ど
複
数
の

役
を
演
じ
る
。
東
京
都
出
身
の

伊
藤
は
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
プ
レ

イ
ハ
ウ
ス
で
マ
イ
ズ
ナ
ー
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
中
心
に
俳
優
と
し
て

の
基
盤
を
学
ん
だ
。会
場
は
ザ
・

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ

（
西
44
丁
目
３
５
８
番
地
）。
開

催
日
と
開
始
時
間
は
、
４
月
24

日
（
金
）、
25
日
（
土
）
の
両

日
は
、
午
後
６
時
、
７
時
45
分
、

９
時
30
分
か
ら
。26
日（
日
）は
、

午
後
１
時
、
２
時
45
分
、
４
時

30
分
か
ら
。
伊
藤
は
、
金
土
曜

日
の
７
時
45
分
か
ら
の
回
と
、

日
曜
日
の
２
時
45
分
か
ら
の
回

に
出
演
す
る
。
チ
ケ
ッ
ト
は

25
ド
ル
で
、www.simpletix.

com

で
購
入
可
能
。
詳
細
は

www.asketchofnewyork.
com

を
参
照
。

伊
藤
沙
帆
が
出
演

ス
ケ
ッ
チ
・
コ
メ
デ
ィ
・
シ
ョ
ー

5月のJme
番組紹介

©
 N

IPPO
N

 TV

https://www.sakagura.com/eastvillage
https://giip-global.com/ja/
http://jmart-usa.com/
https://www.xn--7rs62al7ob5lwrlmijqwx.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
https://www.nyseikatsu.com/portraits/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.galleryonetwentyeight.org
http://www.galleryonetwentyeight.org
http://www.galleryonetwentyeight.org
mailto:jpa-web11@proton.me
mailto:jpa-web11@proton.me
mailto:jpa-web11@proton.me
https://watch.jme.tv/
https://watch.jme.tv/
https://watch.jme.tv/
https://watch.jme.tv/
www.simpletix.com
www.asketchofnewyork.com
mailto:ichtomo.nyc@gmail.com
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桜
の
開
花
に
込
め
ら
れ
た
芸

術
的
メ
タ
フ
ァ
ー
を
探
る
ト
ラ

ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
ル
ー

プ
展
「Sakura: A Season of 

Becoming

」
が
４
月
17
日
か

ら
ル
ー
マ
ニ
ア
文
化
研
究
所
ブ

ラ
ン
ク
ー
シ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
東

38
丁
目
２
０
０
番
地
）
で
始
ま

っ
た
。
桜
の
象
徴
的
な
開
花
に

体
現
さ
れ
る
自
然
の
季
節
的
変

容
に
思
い
を
巡
ら
せ
、
そ
れ
を

祝
福
す
る
11
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
多
様
な
芸
術
世
界
を
紹
介

し
て
い
る
。

　

日
本
人
作
家
は
依
田
順
子
、

足
立
喜
一
朗
、、
藤
本
ま
り
子
、

ソ
フ
ィ
ア
・
チ
ズ
コ
の
４
人
が

出
品
し
て
い
る
。
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
の
佐
藤
恭
子
さ
ん
は
「
本
展

を
通
し
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
価

値
観
が
自
然
と
文
化
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
対
話
と
深
く
結
び
つ
い

て
い
る
こ
と
が
改
め
て
浮
か
び

上
が
る
と
同
時
に
、
そ
の
ラ
テ

ン
的
遺
産
は
、
芸
術
、
記
憶
、

そ
し
て
自
然
界
が
交
差
す
る
、

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
詩
的
な
空

間
を
形
作
り
続
け
て
い
る
こ
と

を
私
た
ち
に
思
い
起
こ
さ
せ

る
」
と
話
す
。

　

出
典
作
家
の
一
人
、
依
田

は
「
故
郷
香
川
県
高
松
市
牟
礼

町
の
山
桜
は
も
と
も
と
松
が
茂

っ
て
い
た
の
が
枯
れ
て
一
面
山

桜
に
な
っ
た
そ
の
光
景
を
描
い

た
。
こ
の
作
品
は
、
４
、５
年

前
に
帰
郷
し
た
時
に
見
た
そ
の

時
の
桜
を
思
い
出
し
て
描
い
た

も
の
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ボ
タ

ニ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
内
で
皆
さ
ん
が
よ
く
目

に
す
る
ピ
ン
ク
鮮
や
か
な
八
重

桜
は
と
て
も
美
し
い
で
す
が
、

い
つ
か
山
桜
の
自
然
美
も
楽
し

め
る
日
が
来
る
こ
と
を
希
望
し

ま
す
」と
作
品
の
前
で
語
っ
た
。

同
展
は
、
国
際
交
流
基
金
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー

の
助
成
お
よ
び 

フ
ラ
ッ
ク
ス
・

フ
ァ
ク
ト
リ
ー 

の
支
援
で
実

施
。
５
月
15
日(

金
）
ま
で
。

桜
描
く
テ
ー
マ
展

ル
ー
マ
ニ
ア
文
化
研
究
所
で

　

日
本
の
美
を
五
感
で
楽
し

む
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
「W

a 
New York 

〜The Beauty of 
Japan

〜
」が
、5
月
7
日（
木
）

午
後
4
時
か
ら
8
時
、
ス
カ
ン

ジ
ナ
ビ
ア
・
ハ
ウ
ス
（
パ
ー
ク

街
58 

番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。

　

着
物
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
、
抹
茶
体
験
、
和
菓
子
、
和

文
化
ブ
ー
ス
な
ど
を
通
し
て
、

日
本
の
美
意
識
と
感
性
を
多
彩

に
紹
介
。
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
の
Ｎ
Ａ
Ｏ
氏
（NAO 

style

主
宰
）
は
、
日
本
の
和

文
化
と
女
性
の
美
し
さ
を
融
合

さ
せ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
舞
台

を
創
る
演
出
家
・
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
。
着
物
や
和
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
通
じ
、
日
本
女
性
が

世
界
で
輝
く
機
会
を
創
出
し
て

い
る
。
ま
た
、
主
催
者
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
現
地
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ

ー
の
久
喜
摩
弓
氏
（Amical 

Table, LLC

）
は
、
親
戚
ゆ
か

り
で
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
普

及
の
先
駆
者
・
久
司
道
夫
氏
の

妻
、
久
司
偕
子
（
と
も
こ
）
氏

の
形
見
の
打
掛
も
特
別
披
露
予

定
。

　

入
場
は
一
般
30
ド
ル
、
抹
茶

体
験
付
き
65
ド
ル
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ

１
０
５
ド
ル
。
13
歳
以
下
無

料
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トEventbrite

「W
A 

New York

」https://www.
eventbrite.com/e/wa-new-
york-the-beauty-of-japan-
tickets-1986143591949

参
照
す
る
。

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
・
ハ
ウ
ス
で

日本の日を
五感で体験
5月7日

　

今
年
70
周
年
を
迎
え
る
生
け

花
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｎ

Ｙ
と
、
１
０
０
周
年
を
迎
え

る
草
月
流
は
５
月
19
日
（
火
）

に
、
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
イ
ン
ズ
に

あ
る
オ
ー
パ
ス
・
ウ
エ
ス
ト

チ
ェ
ス
タ
ー
（
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
・
ス
ク
エ
ア
３
番
地
、
電
話

９
１
４
・
９
４
６
・
５
５
０
０
）

に
て
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
合
同

で
開
催
す
る
。
生
け
花
作
家
の

大
泉
麗
仁
氏
に
よ
る
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
（
午
前
10
時
30

分
か
ら
12
時
。
参
加
費
は
会
員

１
０
０
ド
ル
、
非
会
員
１
５
０

ド
ル
。
ラ
ン
チ
と
サ
イ
レ
ン
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
込
み
）
と
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
完
売
）
が
行

な
わ
れ
る
。
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
卓
越
し
た
技
術

で
、
日
本
文
化
の
生
け
花
の

魅
力
を
披
露
す
る
。
質
問
は 

info@ikebanany.org

ま
で
。

詳
細
・
申
し
込
み
はhttps://

www.ikebanany.org

参
照
。

申
し
込
み
締
め
切
り
は
５
月
１

日
。

生け花インターナショナル
NY70 周年と草月流
100周年記念イベント

　

第
21
回
サ
ク
ラ
祭
り
が
今
年

も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
と
Ｎ
Ｙ
日

系
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
共
催
で
、

４
月
18
日
、
晴
天
の
中
、
八
重

サ
ク
ラ
が
満
開
な
フ
ラ
ッ
シ
ン

グ
・
メ
ド
ウ
ズ
・
コ
ロ
ナ
パ
ー

ク
で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
Ｊ

Ａ
Ａ
が
サ
ク
ラ
の
樹
を
植
樹
し

て
25
年
目
と
な
る
。

　

佐
藤
貢
司
Ｊ
Ａ
Ａ
会
長
の
歓

迎
の
挨
拶
、
来
賓
の
在
Ｎ
Ｙ
日

本
国
総
領
事
片
平
聡
大
使
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
議
会
議
員
ロ

ン
・
キ
ム
氏
が
挨
拶
し
、
長
年

の
Ｊ
Ａ
Ａ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

へ
の
貢
献
に
対
し
て
表
彰
状
が

贈
呈
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
公
園
課
長
官
に
任
命
さ
れ
た

日
系
人
ト
リ
シ
ア
・
シ
マ
ム
ラ

氏
、
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
メ
ド
ウ

ズ
・
コ
ロ
ナ
パ
ー
ク
責
任
者
ア

ン
ソ
ニ
ー
・
サ
マ
氏
が
そ
れ
ぞ

れ
挨
拶
し
て
、地
域
の
人
々
も
、

サ
ク
ラ
祭
り
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
た
。 

　

ス
ー
ザ
ン
・
マ
ッ
コ
ー
マ
ッ

ク
・
サ
ク
ラ
祭
り
実
行
委
員
長

の
司
会
で
、
壮
大
な
僧
太
鼓
の

演
奏
か
ら
始
ま
り
、
民
舞
座
の

民
舞
、
田
中
友
樹
子
さ
ん
の
指

揮
で
Ｊ
Ａ
Ａ
コ
ー
ラ
ス
＆
ジ
ャ

パ
ン
コ
ー
ラ
ル
・
ハ
ー
モ
ニ
ー

と
も
の
美
し
い
歌
声
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
沖
縄
ク
ラ
ブ
／
仁
風
会

の
三
線
、
琉
球
踊
り
と
歌
、
天

理
鼓
笛
隊
、
Ｊ
Ａ
Ａ
茶
道
ク
ラ

ス
の
皆
さ
ん
の
野
点
、そ
し
て
、

最
後
は
地
域
の
人
々
も
参
加
し

て
、
花
笠
音
頭
を
踊
っ
て
楽
し

ん
だ
。
今
年
は
、
元
Ｊ
Ａ
Ａ
副

会
長
小
野
山
弘
子
さ
ん
の
長
年

の
Ｊ
Ａ
Ａ
支
援
に
感
謝
し
て
の

サ
ク
ラ
の
木
を
植
樹
し
た
。

Photo by M
asao Katagam

i

小
野
山
さ
ん
に
感
謝
の
植
樹

JAAサクラ祭り
NY市に桜を寄贈して25年

晴天満開の下でお花見

故
郷
に
咲
く
山
桜
を
描
い
た
作
品
の
前
に
立
つ
依
田

http://hinomaru-limo.com
http://shinbashi72.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
http://www.easeny.com/
mailto:info@ikebanany.org
mailto:info@ikebanany.org
mailto:info@ikebanany.org
https://www.ikebanany.org
https://www.ikebanany.org
https://www.ikebanany.org
https://www.ikebanany.org
https://www.eventbrite.com/e/wa-new-york-the-beauty-of-japan-tickets-1986143591949
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
Ｎ
Ｊ
州
パ
ラ
マ
ス
・
小

堤
紀
子
校
長
）
で
は
、
４
月
11

日
（
土
）、
校
内
に
桜
吹
雪
が

舞
う
中
、
令
和
8
年
度
の
新
学

期
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
青
空
の

も
と
咲
き
誇
る
桜
が
、
子
ど
も

た
ち
の
新
た
な
門
出
を
祝
福
し

て
い
る
か
の
よ
う
な
一
日
と
な

っ
た
。

　

今
年
度
は
、
新
た
に
小
堤
紀

子
校
長
が
着
任
。
入
園
・
入
学

式
で
は
、「
あ
い
さ
つ
を
大
切

に
す
る
こ
と
」
や
「『
あ
り
が

と
う
』
と
い
う
感
謝
の
言
葉
が

人
の
心
を
温
か
く
す
る
こ
と
」

の
大
切
さ
を
児
童
生
徒
に
伝
え

た
。
初
等
部
６
年
生
の
荒
井
楓

乃
さ
ん
が
歓
迎
の
言
葉
を
述

べ
、「
こ
の
学
校
に
は
楽
し
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」

と
学
校
行
事
な
ど
を
紹
介
す
る

と
、
新
入
生
た
ち
は
目
を
輝
か

せ
て
い
た
。

　

続
く
始
業
式
で
は
、
小
堤
校

長
か
ら
「
世
界
の
人
口
約
83
億

人
の
中
で
、
こ
こ
に
集
う
出
会

い
は
奇
跡
。
一
期
一
会
を
大
切

に
し
、
夢
を
語
れ
る
仲
間
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
中
等
部
２
年
生
の

河
合
夏
実
さ
ん
が
誓
い
の
言
葉

と
し
て
、
補
習
校
の
役
割
や
在

校
生
と
し
て
の
決
意
を
語
っ

た
。「
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

い
つ
で
も
力
に
な
り
ま
す
」
と

の
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
、
会

場
は
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

た
。

　

各
教
室
で
は
、
早
速
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
、
新

し
い
担
任
や
友
達
と
の
交
流
を

深
め
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。
初

対
面
な
が
ら
も
笑
顔
で
言
葉
を

交
わ
し
合
い
、
協
力
し
な
が
ら

活
動
に
取
り
組
む
姿
が
印
象
的

だ
っ
た
。授
業
の
終
わ
り
に
は
、

「
ま
た
来
週
ね
ー
」
と
元
気
な

声
が
校
内
に
響
き
渡
り
、
希
望

と
活
気
に
満
ち
た
新
た
な
１
年

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
年
度
の

在
籍
者
は
４
０
５
名
。
今
後
も

入
学
希
望
者
の
増
加
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
活
気
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

入学・入園
おめでとう

NJ補習授業校現在405人

　

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

（
若
杉
敏
郎
校
長
）
で
は
、
４

月
12
日
（
日
）
に
、
幼
稚
部
・

小
学
部
・
中
学
部
合
同
の
「
令

和
８
年
度　

入
園
・
入
学
式
」

を
行
っ
た
。
希
望
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
た
新
入
生
22
人
（
幼
児
部

７
人
、
小
学
部
７
人
、
中
学
部

８
人
）
が
入
学
し
た
。

　

式
に
は
多
く
の
来
賓
や
在
校

生
、
保
護
者
が
参
列
し
、
大
き

な
拍
手
の
中
を
新
入
生
は
入
場

し
た
。
担
任
の
呼
名
に
大
き
な

声
で
「
は
い
」
と
返
事
す
る
新

入
生
に
、
会
場
か
ら
自
然
と
暖

か
な
拍
手
が
起
こ
っ
た
。
若
杉

校
長
は
式
辞
の
中
で
、「
幼
稚

部
で
は
、
遊
び
や
活
動
を
通
し

て
日
本
語
に
親
し
み
、
の
び
の

び
と
成
長
し
て
ほ
し
い
」「
小

学
部
で
は
、
日
本
語
で
学
ぶ
楽

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
自
分
の

可
能
性
を
広
げ
て
ほ
し
い
」「
中

学
部
で
は
、
自
ら
考
え
、
判
断

し
、
表
現
す
る
力
を
さ
ら
に
高

め
、
未
来
に
つ
な
が
る
確
か
な

力
を
築
い
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

た
。
ま
た
、
在
デ
ン
バ
ー
総
領

事
館
の
岡
島
総
領
事
か
ら
は
、

「
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
し

て
、
学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し

い
」
と
祝
辞
が
贈
ら
れ
た
。
新

入
生
誓
い
の
言
葉
と
在
校
生
に

よ
る
歓
迎
の
言
葉
、
校
歌
を
新

入
生
に
紹
介
し
て
式
を
閉
じ

た
。

　

同
校
で
は
、
今
年
度
も
学
校

と
、
保
護
者
ら
学
校
を
支
え
る

多
く
の
人
と
の
連
携
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
学
校
行
事
や
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

令
和
８
年
22
人
が
入
学

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
で
は
、

４
月
10
日
（
金
）
に
入
学
式
が

行
わ
れ
た
。
初
等
部
１
年
生
に

２
名
、
中
等
部
７
年
生
に
７
名

の
計
９
名
が
入
学
し
た
。

　

在
校
生
か
ら
は
、５
・６
・８
・

９
年
生
が
初
等
部
・
中
等
部
の

代
表
と
し
て
参
加
し
、
新
入
生

を
温
か
い
拍
手
で
迎
え
た
。
新

入
学
生
の
呼
名
で
は
、
元
気
よ

く
返
事
を
す
る
姿
が
頼
も
し
く

感
じ
ら
れ
た
。
続
い
て
森
本
校

長
は
式
辞
で
、
新
1
年
生
に
向

け
て
「
挨
拶
を
し
っ
か
り
す
る

こ
と
」
を
お
願
い
し
た
。「
目

を
見
て
挨
拶
で
き
る
人
は
相
手

を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
、
相

手
を
思
い
や
る
こ
と
で
自
分
も

大
切
に
さ
れ
る
」
と
話
し
た
。

新
７
年
生
に
は
「
教
科
で
の
学

び
・
仲
間
と
学
び
・
自
分
自
身

と
向
き
合
う
学
び
を
深
め
、
将

来
や
り
た
い
こ
と
を
見
付
け
る

３
年
間
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
の

た
め
に
、
常
に
前
向
き
な
態
度

で
臨
む
こ
と
が
輝
か
し
い
未
来

に
つ
な
が
る
」
と
激
励
し
た
。

 　
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
の
間
瀬
博
幸
首
席
領
事

に
続
き
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
教
育

管
理
委
員
会
副
委
員
長
の
上
野

博
登
氏
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

人
学
校
Ｐ
Ｔ
Ｏ
を
代
表
し
て
稲

吉
啓
太
氏
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
。
児
童
代
表
か
ら
は
「
笑

顔
を
大
切
に
、た
く
さ
ん
学
び
、

遊
ん
で
楽
し
い
学
校
生
活
を
送

っ
て
ほ
し
い
」、
生
徒
代
表
か

ら
は
「
や
ら
な
か
っ
た
後
悔
を

し
て
ほ
し
く
な
い
。
ま
ず
は
や

っ
て
み
る
。
そ
れ
が
自
分
を
成

長
さ
せ
る
」
と
歓
迎
の
言
葉
を

贈
っ
た
。
新
入
生
代
表
が
「
仲

間
と
協
力
し
、
困
難
に
も
立
ち

向
か
い
、
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
る
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

緊
張
の
中
に
も
温
か
く
希
望
に

満
ち
た
入
学
式
と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で
入
学
式

９
人
の
新
入
生
迎
え
る

http://www.gwjs.org
https://miray109.com/
http://www.jwsnj.org/
http://shidogakuin.com
tel:2122136069
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帰
国
生
の
強
み
は
、
異
文
化

体
験
と
社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

ー
体
験
か
ら
得
た
多
面
的
・
多

角
的
な
視
点
で
あ
る
な
ど
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
能

力
は
、「
非
認
知
能
力
」
と
も

呼
ば
れ
、
主
体
性
や
相
手
を
リ

ス
ペ
ク
ト
す
る
気
持
ち
な
ど
、

こ
ど
も
た
ち
が
将
来
、
社
会
を

生
き
て
い
く
上
で
大
切
な
も
の

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
こ
れ
ら
は
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
や
自
己
肯
定
感

の
基
礎
を
な
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
海
外
で
接
し
た

日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を

見
て
い
る
と
、
子
ど
も
た
ち
同

士
の
何
気
な
い
会
話
や
発
言
の

中
に
、「
相
手
を
や
る
気
に
さ

せ
る
こ
と
ば
＝
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
誘
発
す
る
こ
と
ば
」
が
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
話
の
中
に

入
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
よ
う

に
記
憶
し
て
い
ま
す
。「
〇
〇

さ
ん
は
、こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

こ
う
い
う
風
に
考
え
て
い
て
す

ご
い
と
思
い
ま
し
た
。」
こ
の

よ
う
に
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
接

す
る
と
き
、子
ど
も
た
ち
は「
自

分
に
な
い
強
み
を
持
つ
、
リ
ス

ペ
ク
ト
す
べ
き
存
在
」
と
し
て

認
知
し
、良
い
印
象
を
も
っ
て
、

相
手
に
相
対
し
て
い
る
の
で

す
。
こ
う
し
た
行
動
は
、
本
来

大
人
社
会
の
中
で
、
先
輩
・
上

司
が
後
輩
・
部
下
に
対
す
る
と

き
に
と
ら
れ
る
上
級
な
技
術
で

あ
り
、
学
校
内
で
も
教
師
が
子

ど
も
と
接
す
る
と
き
に
使
う
成

熟
度
の
高
い
ス
キ
ル
で
す
。
き

っ
と
保
護
者
の
み
な
さ
ま
が
、

家
庭
内
で
様
々
な
体
験
を
積
み

重
ね
て
い
く
過
程
で
、
し
っ
か

り
と
自
分
で
考
え
さ
せ
な
が

ら
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
ば
か
け

を
、
普
段
わ
が
子
に
な
さ
っ
て

い
る
か
ら
こ
そ
出
て
く
る
発
言

な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

期
待
や
リ
ス
ペ
ク
ト
を
受
け

た
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
が
自

然
に
自
信
、
す
な
わ
ち
自
己
肯

定
感
に
代
わ
り
、
期
待
に
応
え

よ
う
と
す
る
気
持
ち
の
変
化
と

な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
が
行
動

や
学
習
成
果
に
あ
ら
わ
れ
始
め

ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
米
国
で
、
教
師

も
、
そ
の
カ
ギ
は
隠
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
も
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
な
り
ま
す
。
学
習
集

団
全
体
が
、
そ
の
よ
う
な
雰
囲

気
に
な
る
と
相
乗
効
果
は
歴
然

と
な
り
、
正
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を

産
み
だ
し
続
け
ま
す
。
私
の
拙

い
経
験
で
も
、日
米
を
問
わ
ず
、

上
手
く
い
っ
て
い
る
学
校
や
学

年
・
学
級
は
間
違
い
な
く
、
相

手
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
な
が
ら
、

と
も
に
学
ん
で
い
こ
う
と
い
う

空
気
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

心
理
学
で
は
、
前
者
の
子
ど

も
の
発
言
を
「
ピ
グ
マ
リ
オ
ン

効
果
」、
期
待
に
応
え
る
力
を

「
ホ
ー
ソ
ン
効
果
」、
教
師
な
ど

の
発
言
を「
ウ
イ
ン
ザ
ー
効
果
」

と
い
う
そ
う
で
す
。
専
門
的
な

言
葉
は
さ
て
お
き
、
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
誘
発
す
る
効
果
を
、

普
段
か
ら
身
近
に
い
る
私
た
ち

大
人
が
意
識
し
醸
成
し
て
い
く

か
。
あ
る
い
は
、
思
春
期
近
く

に
な
り
、
あ
る
程
度
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
が
確
立
す
る
時
期

に
差
し
掛
か
れ
ば
、
そ
う
い
う

環
境
を
子
ど
も
た
ち
に
適
切
に

提
供
で
き
る
か
な
ど
が
、
大
切

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

インセンティブを誘発する行動と心理
公益財団法人　海外子女教育振興財団（JOES）

田村穣 教育アドバイザー

の
方
も
当
然
考
え
て
い
て
、
自

分
の
担
当
す
る
ク
ラ
ス
や
集
団

の
子
ど
も
た
ち
個
々
の
長
所

を
、
直
接
的
な
自
分
の
言
葉
で

は
な
く
、
担
任
外
や
保
護
者

の
声
と
し
て
伝
え
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
事
実
に
基
づ
い
て
の

こ
と
で
す
。
ま
た
、
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
や
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
演
劇
や
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
チ
ー
ム
で
一
つ
の
も
の

を
作
っ
て
い
く
過
程
の
中
に
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４
月
22
日
はEarth Day

。

地
球
の
こ
と
を
考
え
る
日
。
こ

ど
も
の
く
に
幼
稚
園
５
歳
児

ク
ラ
ス
で
は
、
３
Ｒ
（Reuse 

Reduce Recycle

）
に
つ
い
て

学
ん
だ
。
子
ど
も
達
が
絵
を
描

い
た
り
製
作
で
使
用
す
る
紙
が

出
て
く
る
と
保
育
者
が
「
紙
は

何
か
ら
で
き
て
い
る
で
し
ょ

う
？
」
と
聞
く
と
子
ど
も
達
は

「
き
！
」
と
答
え
た
。

　

保
育
者
「
木
は
外
の
土
か
ら

生
え
て
い
ま
す
。
で
は
、
そ
の

土
の
中
に
紙
を
埋
め
た
ら
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
」
子
ど
も
達

「（
ま
た
）
き
に
な
る
⁉ 
」

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
使
い
終

わ
っ
た
物
を
資
源
と
し
て
再
利

用
す
る
こ
と
。

　

お
に
ぎ
り
を
包
ん
で
い
た
ラ

ッ
プ
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
包
ん

で
い
た
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
、
デ
ザ

ー
ト
に
入
っ
て
い
た
り
ん
ご
の

皮
な
ど
、「
ゴ
ミ
」
と
し
て
捨

て
る
物
を
資
源
と
し
て
再
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
こ
の

実
験
に
取
り
組
ん
だ
。「
ア
ル

ミ
は
お
か
ね
に
な
る
⁉ 
」
と
ユ

ニ
ー
ク
な
回
答
も
あ
っ
た
。

ア
ー
ス
デ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
学
ぶ

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
朽
木
史
昌 

文
部
科
学
省
派
遣

校
長
）
は
４
月
12
日
、
春
の
柔

ら
か
な
光
が
降
り
注
ぎ
、
澄
み

渡
る
青
空
の
下
、
令
和
８
年
度

第
47
回
入
園
式
・
入
学
式
を
執

り
行
っ
た
。
構
内
の
桜
が
満
開

の
花
を
咲
か
せ
て
新
入
生
を
迎

え
入
れ
る
中
、
本
年
度
は
幼
稚

園
部
12
名
、
小
学
部
24
名
、
中

高
等
部
19
名
の
計
55
名
が
、
期

待
と
緊
張
を
胸
に
晴
れ
の
日
を

迎
え
た
。

　

第
一
部
、
小
学
部
お
よ
び
中

高
等
部
の
入
学
式
は
、
日
米
両

国
の
国
歌
演
奏
で
厳
か
に
幕
を

開
け
た
。
式
辞
で
は
、
朽
木
史

昌
校
長
、
市
原
理
瑠
日
本
語
継

承
語
部
部
長
に
続
き
、
小
野
雅

之
理
事
長
、
吉
田
和
加
子
父
母

会
会
長
か
ら
温
か
な
祝
辞
が
贈

ら
れ
た
。

　

朽
木
校
長
は
真
新
し
い
門
出

に
立
つ
新
入
生
へ
向
け
て
「
ご

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
心
か
ら
の
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
の
学
校
生
活
の
指
針
と
し

て
、「
諦
め
ず
に
学
び
続
け
る

こ
と
」「
違
い
を
認
め
思
い
や

り
の
心
を
も
つ
こ
と
」と
い
う
、

大
切
に
し
て
欲
し
い
２
つ
の
約

束
を
語
り
か
け
た
。

　

続
く
担
任
に
よ
る
呼
名
で

は
、
名
前
を
呼
ば
れ
た
新
入
生

一
人
ひ
と
り
が
、
静
ま
り
返
っ

た
会
場
に
響
く
大
き
な
声
で
し

っ
か
り
と
返
事
。
そ
の
初
々
し

く
も
決
意
に
満
ち
た
姿
に
、
会

場
の
保
護
者
や
教
職
員
か
ら
は

温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
、
新
生

活
へ
の
輝
か
し
い
第
一
歩
を
全

員
で
祝
福
し
た
。

　

第
二
部
、
幼
稚
園
部
の
入
園

式
で
は
、
年
中
ゆ
り
組
に
入
園

し
た
子
ど
も
た
ち
が
温
か
く
迎

え
ら
れ
た
。
和
田
幸
子
幼
稚
園

部
園
長
は
、
園
が
楽
し
い
場
所

で
あ
る
こ
と
や
、
安
心
し
て

日
々
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
を
、
優
し
い
言
葉
で
新

入
園
児
に
伝
え
た
。

　

新
入
園
児
の
名
前
が
一
人
ず

つ
呼
ば
れ
る
と
、
子
ど
も
た
ち

は
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
な

が
ら
も
、「
は
い
！
」
と
一
生

懸
命
に
応
じ
て
い
た
。
緊
張
で

大
き
な
返
事
は
難
し
い
場
面
も

見
ら
れ
た
が
、
保
護
者
や
教
職

員
は
温
か
い
ま
な
ざ
し
で
見
守

っ
て
い
た
。

　

最
後
に
、
年
長
ば
ら
組
の
子

ど
も
た
ち
か
ら
歓
迎
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
や
手
遊
び
歌
が
贈
ら
れ
、

会
場
は
子
ど
も
た
ち
の
歌
声
と

笑
顔
で
春
の
日
差
し
の
様
に
、

明
る
く
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま

れ
、
新
た
な
園
生
活
の
一
歩
が

始
ま
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
シ
ニ
ア
ホ
ー
ム

を
中
心
に
活
動
を
続
け
て
き

た
「
Ｎ
Ｙ
折
り
紙
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ー
ズ
」
が
、
４
月
14
日
に
ブ

ロ
ン
ク
ス
ビ
ル
の
ビ
レ
ッ
ジ
・

ル
ー
テ
ル
教
会
（
ホ
ワ
イ
ト
・

プ
レ
ー
ン
ズ
・
ロ
ー
ド
１
７
２

番
地
）
に
て
、
地
域
住
民
と
折

り
紙
を
囲
ん
だ
交
流
会
を
行
っ

た
。

　

折
り
紙
は
、
日
本
の
文
化
と

し
て
の
魅
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
手
先
を
使
う
こ
と
で
脳
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

い
わ
ゆ
る
「
脳
ト
レ
」
と
し
て

も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
同
教
会

で
も
シ
ニ
ア
の
参
加
者
た
ち
が

そ
れ
ぞ
れ
に
折
り
紙
を
楽
し
ん

だ
。
そ
の
後
、
参
加
者
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
が
教
会
内

で
食
事
を
共
に
し
た
。

　

今
後
は
イ
ー
ス
ト
チ
ェ
ス
タ

ー
だ
け
で
な
く
、
ハ
リ
ソ
ン
に

も
活
動
範
囲
を
広
げ
、
今
回
の

よ
う
な
地
域
に
根
ざ
し
た
か
た

ち
で
折
り
紙
の
活
動
を
広
げ

て
、
必
要
と
し
て
く
れ
る
人
の

も
と
へ
届
け
て
い
き
た
い
と
、

参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン

バ
ー
は
語
る
。

　

ま
た
、
５
月
に
開
催
さ
れ
る

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
２
０
２
６

に
も
「
Ｎ
Ｙ
折
り
紙
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ー
ズ
」
の
メ
ン
バ
ー
総
勢

57
名
で
参
加
す
る
予
定
。

シ
ニ
ア
に

日
本
文
化
と

脳
ト
レ
届
け

教会でもORIGAMI活動
NY折り紙ボランティアーズ

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

入
園
式
と
入
学
式

https://www.joes.or.jp/kojin/sodan
http://www.joes.or.jp
mailto:sodanjigyo@joes.or.jp
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節
分
や
勤
め
帰
り
の
鬼
を
待
ち　

ラ
イ
ン
ウ
ェ
バ
ー
友
子 

Ｗ
Ａ
州

花
冷
え
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
届
く
旅
だ
よ
り　
　

亀
田
種
子 

Ｎ
Ｙ
州

桜
湯
や
ひ
ら
り
開
き
て
香
り
立
つ　
　

大
沼
順
子 

Ｎ
Ｙ
州

花
曇
り
長
き
石
段
上
る
影

前
田
須
美
子 

Ｎ
Ｊ
州

亡
き
主
の
想
い
馳
せ
鳴
く
初
蛙　
　

岡
部
加
都
恵 

Ｎ
Ｊ
州

色
取
り
の
糸
買
い
求
め
春
一
番　
　

川
越
範
子 
Ｐ
Ａ
州

粉
雪
を
暖
か
い
と
い
う
君
の
息

市
川
泰
子 

Ｍ
Ａ
州

三
月
は 

桜
と
ぼ
く
の 

誕
生
日　

嘉
村
遙
真 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４　

10
歳
）

小
六
の 

卒
業
式
は 

な
み
だ
色　

神
農
賢
翔 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
６　

12
歳
）

夕
方
の 

バ
ス
停
一
人 

雪
が
来
る　新

沼 

歩 

Ｐ
Ａ
州　

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
６　

12
歳
）

早
春
の 

日
の
出
と
共
に 

ス
ク
ー
ル
バ
ス 

寺
井
り
の 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
中
３　

15
歳
）

「あ
り
が
と
う
」思
い
出
舞
い
散
る 

花
吹
雪 

丹
野
は
な 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
高
３　

18
歳)

漆
黒
の 

夜
空
一
面 

輝
い
た  

ウ
ー
ト
ン
ナ
イ
ラ 

Ｎ
Ｃ
州

（シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
日
本
語
補
習
学
校
中
３　

15
歳
）

走
り
根
に 

タ
ン
ポ
ポ
添
え
て 

ア
リ
の
家  

森 

菜
陽 

Ｎ
Ｃ
州

（シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
日
本
語
補
習
学
校
中
３　

14
歳
）

deep snow
a nurse tries the vein
I warned her about
 ─Rowan Beckett Minor, OH

catching my breath
at the end of the work week -
late night jog

─Timothy Wheatly, IA
 
twilight
softly graying
snow

─Barrie Levine, MA

 the red-winged blackbird
makes a bell of the willow
� rst day of spring
─Earl Randal Keener, WV 

   
dawn so calm
cherry blossoms
dimple the pond

─John Savoie, IL

2026年（令和 8年）4月 25日（土） ［企画のページ］　　（14  ）

「3月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2026」の3月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳
未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂
いたことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日
本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選
出されます。現在も引き続き4月分の応募を受け付けており、4月30日ま
で随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

autumn sunset gone before I know it
─Susan Burch, MD

slow clacking of her sandals autumn sunset
─Christine L.Villa, CA 

2026

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2026は、米国東部時間2026年1月1日12:00AMから2026年10月31日
11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2027年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社およ
びこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、
募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。
日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは
問いません。
英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。
18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお
送りください。
オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権
者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ
らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ
せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。
・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。
 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補
作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるため
には、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2026年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、クリステン・リンドクイスト
（敬称略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補
作品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示
す書類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となりま
す。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候 補 作品は、各応 募 期 間の翌 月第 4週号の「週刊 N Y生活」、ウェブサイト
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、
2026年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項
は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
4 4/1/26 4/30/26 11:59:59pm 4/30/26
5 5/1/26 5/30/26 11:59:59pm 5/30/26
6 5/30/26 6/30/26 11:59:59pm 6/30/26
7 7/1/26 7/31/26 11:59:59pm 7/31/26
8 8/1/26 8/30/26 11:59:59pm 8/31/26
9 9/1/26 9/30/26 11:59:59pm 9/30/26
10 10/1/26 10/31/26 11:59:59pm 10/31/26

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

4 5/1/26 5/6/26 5/7/26 7 7 7
5 6/1/26 6/6/26 6/9/26 7 7 7
6 7/1/26 7/8/26 7/10/26 7 7 7
7 8/1/26 8/6/26 8/10/26 7 7 7
8 9/1/26 9/8/26 9/11/26 7 7 7
9 10/1/26 10/7/26 10/9/26 7 7 7
10 11/1/26 11/9/26 11/11/26 7 7 7

日
本
語
部
門

18
歳
未
満
部
門

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org


（15）　　 ［作文のページ］ 2026年（令和 8年）4月 25日（土 )

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

私
は
、
夏
休
み
に
、
渋
谷
の

東
急
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
て
い

る
「HOKUSAI : ANOTHER 

STORY  IN TOKYO

」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
に
行
き
ま
し
た
。

以
前
か
ら
、
北
斎
の
「
富
嶽

三
十
六
景
」
の
「
神
奈
川
沖

浪
裏
」
が
好
き
で
、
本
や
教

科
書
で
何
度
も
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
展

示
は
、
た
だ
の
美
術
展
と
は

違
い
、
映
像
や
音
、
光
を
使

っ
て
北
斎
の
世
界
を
「
体
験
」

で
き
る
も
の
で
し
た
。
初
め

て
の
体
験
に
、
私
は
胸
を
お

ど
ら
せ
な
が
ら
会
場
に
入
り

ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、「
光

の
部
屋
」
で
し
た
。
竹
あ
か

り
が
や
わ
ら
か
い
光
を
放
ち
、

ま
る
で
江
戸
時
代
の
人
び
と

が
、
ろ
う
そ
く
の
灯
の
下
で

浮
世
絵
を
眺
め
て
い
た
時
代

に
迷
い
こ
ん
だ
よ
う
な
気
分

に
な
り
ま
し
た
。
北
斎
の
絵

は
、
鮮
や
か
な
色
使
い
が
で

す
が
、
薄
暗
い
光
に
照
ら
さ

れ
る
と
、
い
つ
も
と
違
う
落

ち
着
い
た
美
し
さ
が
浮
か
び

上
が
り
ま
し
た
。
私
は
、
そ

の
幻
想
的
な
空
間
に
包
ま
れ

な
が
ら
、
絵
の
持
つ
力
強
さ

と
繊
細
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　

次
に
進
む
と
、
足
元
か
ら

驚
く
よ
う
な
感
触
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。「
大
地
の
部

屋
」
で
は
、
最
新
技
術
を
使

っ
て
水
の
冷
た
さ
や
砂
の
柔

ら
か
さ
を
体
で
感
じ
ら
れ
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ

た
北
斎
の
風
景
に
合
わ
せ
て
、

ま
る
で
波
打
ち
際
を
歩
い
た

り
、
大
地
を
踏
み
し
め
た
り

し
て
い
る
よ
う
な
体
験
が
で

き
る
の
で
す
。
私
は
、
思
わ

ず
足
元
を
確
か
め
な
が
ら
歩

き
ま
し
た
。
北
斎
が
描
い
た

自
然
は
迫
力
が
あ
る
け
れ
ど
、

こ
う
し
て
体
全
体
で
味
わ
う

と
、
そ
の
力
強
さ
を
い
っ
そ

う
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

北
斎
の
代
表
作
「
神
奈
川
沖

浪
裏
」
の
映
像
体
験
で
し

た
。
巨
大
な
波
が
目
の
前
に

迫
り
、
音
響
と
振
動
が
体
に

響
い
て
き
た
時
、
私
は
、
本

当
に
波
に
の
ま
れ
て
し
ま
っ

た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
絵
の
中
の
漁
師
た
ち

が
、
小
さ
な
舟
で
必
死
に
波

に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
姿
に
、

自
分
の
日
常
が
重
な
り
ま
し

た
。
学
校
生
活
や
勉
強
の
中

で
、
私
は
、
時
に
大
き
な
壁

に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
漁
師

た
ち
の
よ
う
に
あ
き
ら
め
ず

に
立
ち
向
か
え
ば
、
き
っ
と

乗
り
越
え
ら
れ
る
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
映
像
の
中
で
、
ど

ん
な
に
波
が
荒
れ
て
い
て
も
、

遠
く
に
は
変
わ
ら
ず
に
そ
び

え
る
富
士
山
が
描
か
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
姿
は
、
静
か

で
揺
る
ぎ
な
く
、
私
に
、「
心

の
中
に
一
本
の
軸
を
も
ち
な

さ
い
。」
と
語
り
か
け
て
い
る

よ
う
で
し
た
。
私
は
、
と
き

ど
き
不
安
や
焦
り
で
気
持
ち

が
揺
れ
や
す
い
の
で
す
が
、

富
士
山
の
よ
う
に
落
ち
着
い

た
心
を
持
て
た
ら
、
も
っ
と

強
く
な
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
展
示
の
中
で
は
、

北
斎
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

絵
を
描
き
続
け
、
九
十
歳
を

す
ぎ
て
も
「
あ
と
五
年
生
き

ら
れ
た
ら
本
当
の
絵
師
に
な

れ
る
」
と
語
っ
た
こ
と
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、

世
界
に
名
を
残
し
た
北
斎
で

さ
え
、
自
分
に
満
足
せ
ず
、

挑
戦
し
続
け
て
い
た
こ
と
を

知
り
、
強
い
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
私
は
、
何
か
が
う
ま

く
い
か
な
い
と
す
ぐ
に
あ
き

ら
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

の
で
す
が
、
北
斎
の
生
き
方

を
思
い
出
す
と
、「
私
も
少

し
ず
つ
努
力
を
続
け
て
み
よ

う
。」
と
勇
気
が
わ
い
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
た

だ
絵
を
み
る
だ
け
で
は
味
わ

え
な
い
体
験
を
私
に
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
北
斎
の
描
い

た
自
然
の
迫
力
を
五
感
で
感

じ
、
彼
の
生
き
方
か
ら
学
び

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
自
分
の
生
活
の

中
で
も
、
北
斎
の
絵
や
言
葉

を
思
い
出
し
な
が
ら
、
困
難

に
立
ち
向
か
い
、
努
力
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。
渋
谷

で
体
験
し
た
新
し
い
北
斎
の

世
界
は
、
私
の
心
に
深
く
刻

ま
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
14
年
）

　

私
は
2
0
2
5
年
7
月
に

ア
メ
リ
カ
に
来
ま
し
た
。
唐

突
な
渡
米
に
不
安
だ
ら
け
で

し
た
が
、
そ
ん
な
時
に
出
会

っ
た
の
が
『
文
豪
ス
ト
レ
イ

ド
ッ
グ
ス
』
と
い
う
ア
ニ
メ

で
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
実
在
し
た

文
豪
を
モ
デ
ル
に
し
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
、
自
身
の

代
表
作
に
ち
な
ん
だ
「
異
能

力
」
を
駆
使
し
て
戦
う
異
能

バ
ト
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

作
中
に
は
、
実
際
の
作
品
や

文
豪
達
の
史
実
の
関
係
も
し

っ
か
り
と
反
映
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
ら
を
見
て
い
る
と
、

ふ
と
、「
史
実
の
も
の
が
反
映

さ
れ
て
い
る
な
ら
、
実
際
の

作
品
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん

だ
ろ
う
」
と
興
味
が
湧
い
て

き
ま
し
た
。

　

調
べ
て
み
る
と
、
名
作
を

無
料
で
読
め
る
「
青
空
文
庫
」

と
い
う
サ
イ
ト
が
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

気
に
な
っ
た
作
品
を
片
っ
端

か
ら
読
み
漁
る
こ
と
に
し
た

の
で
す
。

　

私
が
初
め
て
読
ん
だ
本
は
、

太
宰
治
の『
人
間
失
格
』で
す
。

『
人
間
失
格
』
は
太
宰
治
の
遺

言
と
も
言
わ
れ
て
い
る
作
品

で
、
こ
れ
を
書
き
終
え
た
約

一
ヶ
月
後
、
太
宰
は
玉
川
上

水
で
心
中
を
遂
げ
ま
し
た
。

太
宰
は
そ
れ
ま
で
に
四
回
の

自
殺
未
遂
を
繰
り
返
し
て
い

ま
す
。

　

作
中
の
主
人
公
・
大
庭
葉

蔵
も
ま
た
、
鎌
倉
の
海
で
心

中
を
試
み
ま
す
が
、
失
敗
に

終
わ
り
ま
す
。
こ
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
は
、
太
宰
本
人
が
鎌
倉

の
小
動
岬
で
起
こ
し
た
心
中

が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
読
ん
だ
の
は
、
芥
川
龍

之
介
の
『
羅
生
門
』
で
す
。

現
代
の
教
科
書
に
も
掲
載
さ

れ
る
ほ
ど
の
名
作
で
す
が
、

そ
の
内
容
は
、
追
い
詰
め
ら

れ
た
主
人
公
・
下
人
が
善
か

ら
悪
へ
変
わ
る
「
犯
罪
者
デ

ビ
ュ
ー
」
の
物
語
で
す
。
長

年
こ
の
作
品
が
途
絶
え
な
い

理
由
は
、「
生
き
る
た
め
の
悪

は
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
、
現
代
の
私
た
ち
に
も

考
え
さ
せ
る
問
い
が
あ
る
か

ら
で
す
。
ま
た
、「
蟋
蟀
（
き

り
ぎ
り
す
）」
や
「
甍
（
い
ら

か
）」
と
い
っ
た
難
読
漢
字
が

使
わ
れ
て
お
り
、
日
本
語
学

習
に
も
適
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
が
初
め
て
読

ん
だ
詩
が
、
中
原
中
也
の
『
汚

れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に

…
…
』
で
す
。
詩
集
『
山
羊

の
歌
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る

こ
の
詩
は
、
七
五
調
の
心
地

よ
い
独
特
の
リ
ズ
ム
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
中
原

中
也
自
身
が
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ

ェ
ル
レ
ー
ヌ
等
に
影
響
を
受

け
、
言
葉
の
響
き
を
重
視
し

て
い
た
か
ら
で
し
た
。

　

そ
し
て
私
が
一
番
面
白
い

と
思
っ
た
作
品
が
、
江
戸
川

乱
歩
の
『
人
間
椅
子
』
で
す
。

江
戸
川
乱
歩
は
、
日
本
に
本

格
的
な
ロ
ジ
ッ
ク
を
持
ち
込

み
、
ミ
ス
テ
リ
ー
を
確
立
し

た
生
み
の
親
で
す
。
彼
は
、

緻
密
な
ト
リ
ッ
ク
を
パ
ズ
ル

の
よ
う
に
解
く
「
本
格
」
と
、

人
間
の
異
常
な
内
面
や
奇
妙

な
世
界
観
を
描
く
「
変
格
」

を
書
き
分
け
て
い
ま
し
た
。

私
の
好
き
な
『
人
間
椅
子
』

は
、
こ
の
「
変
格
ミ
ス
テ
リ

ー
」の
金
字
塔
で
す
。
物
語
は
、

一
通
の
告
白
文
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
書
き
手
は
、
自
ら
を

蔑
む
家
具
職
人
。
彼
は
最
高

傑
作
の
椅
子
の
中
に
隠
れ
、

座
る
人
の
重
み
や
体
温
を
感

じ
る
「
悪
魔
」
の
よ
う
な
悦

び
を
知
る
の
で
す
。
し
か
し
、

手
紙
の
最
後
に
は
、
現
実
を

根
底
か
ら
覆
す
よ
う
な
告
白

が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
実

は
、
そ
の
書
斎
は
、
主
人
よ

り
は
、
寧
ろ
、
そ
の
家
の
、

若
く
美
し
い
夫
人
が
使
用
さ

れ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。」

　

こ
の
よ
う
な
文
豪
の
作
品

は
、
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

緻
密
な
ミ
ス
テ
リ
ー
、
底
知

れ
ぬ
人
間
の
心
の
闇
、
そ
し

て
奇
怪
な
世
界
観
…
…
。
こ

れ
か
ら
も
、
も
っ
と
多
く
の

作
品
に
触
れ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　   （
滞
米
８
か
月
）

「
歴
史
に
残
っ
た
文
豪
の
傑
作
」

　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
愛
奈

　

わ
た
し
が
令
和
七
年
に
一

番
が
ん
ば
っ
た
こ
と
は
漢
字

の
べ
ん
き
ょ
う
で
す
。
前
期

が
終
わ
っ
た
時
、
国
語
の
通

知
表
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
評
価
を
見
て
、「
こ
の
ま
ま

じ
ゃ
だ
め
だ
。」
と
思
い
ま
し

た
。
前
は
漢
字
テ
ス
ト
で
毎

回
の
よ
う
に
点
数
が
低
く
て
、

と
て
も
く
や
し
い
気
持
ち
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

家
で
漢
字
を
練
習
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
学
校
か
ら
帰

っ
た
後
や
、
宿
題
が
終
わ
っ

た
後
に
、
ノ
ー
ト
に
漢
字
を

書
い
て
覚
え
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
何
回
も
書
い
て
、
読

み
方
も
い
っ
し
ょ
に
書
く
よ

う
に
し
ま
し
た
。
ま
ち
が
え

た
漢
字
は
、
赤
え
ん
ぴ
つ
で

印
を
つ
け
て
、
も
う
一
度
書

き
直
し
ま
し
た
。
つ
か
れ
て

や
り
た
く
な
か
っ
た
日
も
あ

り
ま
し
た
が
、「
い
い
点
を
と

り
た
い
」
と
思
っ
て
、
が
ん

ば
り
ま
し
た
。

　

そ
の
お
か
げ
で
、
少
し
ず

つ
漢
字
が
書
け
る
よ
う
に
な

り
、
あ
る
日
テ
ス
ト
の
点
数

を
見
た
時
、
と
て
も
う
れ
し

く
て
、
が
ん
ば
っ
て
練
習
し

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

前
は
苦
手
だ
っ
た
漢
字
が
、

少
し
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
七
年
を
ふ
り
か
え
っ

て
感
じ
た
の
は
、
続
け
て
努

力
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

で
す
。
前
よ
り
も
漢
字
を
読

ん
だ
り
、
書
い
た
り
す
る
の

が
こ
わ
く
な
く
な
っ
て
、
自

分
に
少
し
自
信
が
も
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
と
え
少
し
ま
ち
が
え
て

も
、
落
ち
こ
ん
だ
り
し
な
い

で
、
ま
た
覚
え
て
書
き
直
せ

ば
い
い
と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

あ
き
ら
め
ず
に
コ
ツ
コ
ツ
練

習
し
て
、
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
漢
字
を
覚
え
て
い
き
た
い

で
す
。

　
　
　

   （
滞
米
２
年
６
か
月
）

「
渋
谷
で
出
会
っ
た

    

新
し
い
北
斎
の
世
界
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
　
亜
果
沙

「
通
知
表
を
見
て
、

            

が
ん
ば
れ
た
こ
と
」

　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
あ
い
り

　

今
年
の
十
二
月
に
児
童
会

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私

は
四
年
生
に
な
っ
た
の
で
、

副
会
長
に
立
候
補
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
中
休
み
昼
休
み
を

使
っ
て
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
ま

し
た
。
あ
る
程
度
で
き
た
ら

自
分
を
推
せ
ん
し
て
く
れ
る

「
応
援
人
」
と
言
う
人
を
選
び

ま
す
。
そ
し
て
私
以
外
に
副

会
長
を
や
り
た
い
と
言
っ
て

い
る
人
が
一
人
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
四
年
生
の
梶
里
名
さ

ん
で
す
。
ラ
イ
バ
ル
と
な
り

ま
し
た
が
、
投
票
日
の
前
に

は
、「
お
た
が
い
が
ん
ば
ろ
う

ね
。」
と
、
言
い
合
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
立
会
演
説
会
当
日
。

そ
こ
で
は
ポ
ス
タ
ー
を
見
せ

な
が
ら
ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
す
。

私
は
ス
ピ
ー
チ
の
と
き
、
き

ん
ち
ょ
う
し
て
少
し
早
口
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
演

説
会
に
参
加
し
た
の
は
三
、

四
、五
、六
年
生
で
す
が
、
四
、

五
年
生
が
立
候
補
で
き
て
、

三
年
生
は
投
票
だ
け
で
す
。

副
会
長
だ
け
で
は
な
く
、
会

長
の
選
挙
も
あ
り
ま
し
た
。

私
も
投
票
し
ま
し
た
。

　

結
果
発
表
は
次
の
月
曜
日

の
朝
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
は
と
て
も
ド
キ
ド
キ

し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
結

果
、
私
は
副
会
長
に
当
選
し

ま
し
た
。
私
は
ポ
ス
タ
ー
に

書
い
た
「
育
英
学
園
を
も
っ

と
明
る
く
す
る
」
と
「
会
長

と
協
力
し
て
み
ん
な
を
サ
ポ

ー
ト
し
た
い
」
と
い
う
こ
と

を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
強

く
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
日
私
は
バ
ス
で
家
へ

帰
っ
た
あ
と
、
お
母
さ
ん
に

笑
顔
で
、「
副
会
長
に
な
れ
た
」

と
言
い
ま
し
た
。
結
果
が
分

か
っ
た
時
は
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
し
、
副
会
長
と
し
て

活
動
し
て
い
く
の
が
楽
し
み

で
す
。
こ
れ
か
ら
会
長
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
、
一
月
か
ら
が

ん
ば
り
た
い
で
す
。

　
　   　
（
滞
米
３
年
７
か
月
）

「
初
め
て
の
児
童
会
役
員
選
挙
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
野
　
由
梨

https://starchildny.com/
mailto:summerschool@nyikuei.org
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ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
西

側
か
ら
ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い
ま
で
広
が
る
閑
静
な
住
宅
街
。
歴

史
的
建
築
が
立
ち
並
ぶ
街
並
み
は
美
し
く
、
周
辺
に
は
飲
食

店
や
ス
ー
パ
ー
が
揃
い
、
交
通
利
便
性
も
高
い
。
ま
た
、
学

区
の
評
判
も
良
い
た
め
子
育
て
世
帯
に
人
気
が
あ
る
。

 　
写
真
の
部
屋
は
地
下
鉄
96
ス
ト
リ
ー
ト
駅
か
ら
徒
歩
3
分

の
１
寝
室
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
。
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
は
比
較

的
珍
し
い
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
バ
ル
コ
ニ

ー
付
で
、
周
辺
に

高
層
建
物
が
少
な

い
た
め
、
シ
テ
ィ

ビ
ュ
ー
を
望
む
こ

と
が
で
き
る
。
室

内
は
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
施
さ
れ
新

築
仕
様
、
白
を
基

調
と
し
た
美
し
い

内
装
が
魅
力
的

だ
。
ま
た
、
家
電

は
最
新
の
も
の
を

導
入
。
冷
暖
房
設

備

はHITACHI
の
製
品
を
使
用
し

て
い
る
。

 　
24
時
間
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
、
駐

車
場
、
住
込
管
理
人
、
ジ
ム
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
キ
ッ
ズ
プ
レ
イ

ル
ー
ム
、
屋
外
テ
ラ
ス
な
ど
ア
メ
ニ
テ
ィ
も
充
実
。
快
適
な

ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
生
活
を
提
供
し
て
い
る
。

 　
価
格
は
79
万
５
０
０
０
ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
１
４
・
４
３
１
・
１
５
９
７
、
Ｅ
メ
ー
ル itaru.uesugi@

startsnewyork.com

　

上
杉
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
ス
タ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
リ
ア
ル
テ
ィ
）

プライベートバルコニーのある生活

ジャパン・ソサエティーで上映

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（
Ｊ
Ｓ
）
で
５
月
８
日

〜
16
日
ま
で
、「Kazuhiko 

Hasegawa’s Anarchic 
Ethos

」
と
題
し
た
映
画
監
督
・

脚
本
家
で
あ
る
長
谷
川
和
彦
回

顧
上
映
会
を
開
催
す
る
（
本
紙

先
週
号
既
報
）。
長
谷
川
和
彦

は
今
年
１
月
、
80
歳
で
亡
く
な

っ
た
。
映
画
の
上
映
日
時
は
次

の
と
お
り
。

　

代
表
作
79
年
（
昭
和
54
年
）

公
開
の
沢
田
研
二
主
演
の
『
太

陽
を
盗
ん
だ
男
』
は
５
月
８
日

（
金
）
と
15
日
（
金
）
午
後
７

時
上
映
。
デ
ビ
ュ
ー
作
で
あ
る

『
青
春
の
殺
人
者
』
76
年
（
昭

和
51
年
、
水
谷
豊
・
原
田
美
枝

子
主
演
）
＝
写
真
下
＝
は
５
月

９
日
（
土
）
午
後
７
時
30
分
上

映
、16
日（
土
）午
後
５
時
上
映
。

　

脚
本
を
担
当
し
た
『
濡
れ
た

荒
野
を
走
れ
』（
73
年
）
は
５

月
９
日
（
土
）
午
後
３
時
上
映
、

『
宵
待
草
』（
74
年
）
は
５
月
９

日
（
土
）
午
後
５
時
、『
青
春

の
蹉
跌
』（
74
年
、
原
作
・
石

川
達
三
、
萩
原
健
一
、
桃
井
か

お
り
、
壇
ふ
み
出
演
）
＝
写
真

上
＝
は
５
月
16
日
（
土
）
午
後

８
時
上
映
。
入
場
料
・
会
員
12

ド
ル
、
一
般
16
ド
ル
、
シ
ニ

ア
・
学
生
14
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト

購
入
、
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://japansociety.org/

を
参
照
す
る
。

青
春
の
蹉
跌

青
春
の
殺
人
者

https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:hello@libret.com
http://www.startsnewyork.com
https://qrco.de/bekbQo
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
mailto:itaru.uesugi@startsnewyork.com
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街
角
を
颯
爽
と
駆
け
抜
け
る

Citi Bike

や
、
自
転
車
道
を
埋

め
尽
く
す
デ
リ
バ
リ
ー
の
電
動

自
転
車
。
海
外
で
生
活
さ
れ
て

い
る
皆
様
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら

は
日
常
の
便
利
な
風
景
で
し
ょ

う
。
で
は
、
日
本
は
ど
う
か
。

久
し
ぶ
り
に
帰
国
さ
れ
る
際

は
、
か
つ
て
の
「
気
軽
な
マ
マ

チ
ャ
リ
で
ふ
ら
っ
と
コ
ン
ビ
ニ

へ
」
と
い
う
感
覚
は
、
も
は
や

過
去
の
も
の
だ
と
覚
悟
し
て
く

だ
さ
い
。

　

２
０
２
６
年
４
月
、
日
本
は

自
転
車
の
交
通
違
反
に
「
青
切

符
＝
反
則
金
制
度
」を
導
入
し
、

本
格
的
な
厳
罰
化
時
代
に
突
入

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
お
巡
り

さ
ん
に
「
こ
ら
ー
」
と
注
意
さ

れ
る
だ
け
で
済
ん
で
い
た
一
時

不
停
止
・
逆
走
・
信
号
無
視
が
、

即
座
に
反
則
金
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
も
う
、
駅
前
を
ふ
ら
り

と
自
転
車
で
走
る
だ
け
で
、
多

額
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
受
け
る
可

能
性
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

　

偉
そ
う
な
こ
と
を
書
い
て
い

る
私
自
身
、
ほ
ん
の
数
ヶ
月
前

ま
で
、
い
や
数
週
間
前
ま
で

「
自
転
車
ル
ー
ル
無
視
の
フ
ル

コ
ー
ス
」
の
人
間
で
し
た
。
片

手
に
ス
マ
ホ
、
両
耳
に
イ
ヤ
ホ

ン
、一
時
不
停
止
は
当
た
り
前
、

黄
色
信
号
は
猛
ダ
ッ
シ
ュ
、
ほ

ぼ
赤
信
号
。
今
思
え
ば
猛
省
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ

今
回
の
厳
罰
化
が
、
痛
い
ほ
ど

身
に
つ
ま
さ
れ
る
の
で
す
。
あ

の
頃
の
自
分
に
「
青
切
符
」
を

突
き
つ
け
て
や
り
た
い
気
分
で

す
。

　

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
決
定
的

な
違
い
は
、
そ
の
「
順
序
」
に

あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
近

年
、
車
道
に
物
理
的
な
仕
切
り

を
設
け
た
保
護
付
き
自
転
車
道

を
急
速
に
整
備
し
、
安
全
な
走

行
空
間
を
確
保
し
た
う
え
で
ル

ー
ル
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
対

し
て
日
本
で
は
、
都
会
の
車
道

に
引
か
れ
た
自
転
車
優
先
帯
の

高
齢
者
の
笑
顔
を
奪
う
自
転
車
の
厳
罰
化

上
に
、
今
日
も
荷
卸
し
の
ト
ラ

ッ
ク
や
タ
ク
シ
ー
が
堂
々
と
停

ま
っ
て
い
ま
す
。自
転
車
は「
命

の
危
険
を
感
じ
な
が
ら
車
道
へ

出
る
か
、
歩
道
を
走
っ
て
違
反

に
な
る
か
」
と
い
う
理
不
尽
な

二
択
を
、
毎
日
迫
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

　

さ
ら
に
不
可
解
な
の
が
、
急

拡
大
す
る
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

の
存
在
で
す
。
自
転
車
に
は
厳

し
い
義
務
を
課
す
一
方
で
、
新

興
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
一
部
条
件
下

で
ノ
ー
ヘ
ル
の
ま
ま
走
行
が
可

能
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
よ
り
先
に

罰
則
だ
け
が
強
化
さ
れ
、
新
産

業
に
は
規
制
を
緩
め
る
。長
年
、

日
本
人
の
生
活
を
支
え
て
き
た

自
転
車
だ
け
が
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー

ト
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
不
公

平
感
は
、
否
め
ま
せ
ん
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
「
日
本
の
介
護

事
情
」
の
視
点
か
ら
見
る
と
、

こ
の
問
題
は
さ
ら
に
深
刻
な
側

面
を
持
ち
ま
す
。
日
本
で
は
、

高
齢
者
の
多
く
が
地
方
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
自
転
車

は
、
買
い
物
・
通
院
・
友
人
と

の
交
流
を
支
え
る
「
生
命
線
」

で
あ
り
、
社
会
と
の
大
切
な
接

点
で
す
。「
70
歳
以
上
は
歩
道

走
行
Ｏ
Ｋ
」
と
い
う
例
外
規
定

は
あ
る
も
の
の
、「
警
察
に
捕

ま
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う

心
理
的
な
萎
縮
は
、
元
気
な
高

齢
者
か
ら
外
出
の
意
欲
を
根
こ

そ
ぎ
奪
い
か
ね
ま
せ
ん
。

　

そ
の
先
に
あ
る
悪
循
環
は
、

介
護
の
現
場
で
働
く
者
と
し

て
、
見
過
ご
せ
ま
せ
ん
。
外
出

を
控
え
る
↓
足
腰
が
弱
ま
る
↓

社
会
的
孤
立
↓
認
知
症
リ
ス
ク

の
上
昇
。
自
転
車
と
い
う
「
気

軽
な
足
」
を
失
う
こ
と
は
、
高

齢
者
の
自
立
を
奪
い
、
結
果
と

し
て
介
護
保
険
料
の
増
大
や
家

族
の
負
担
増
と
い
う
形
で
、
社

会
全
体
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

海
外
在
住
の
皆
様
、
帰
国
の

際
は
ぜ
ひ
日
本
の
街
角
を
観
察

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
に

は
、
か
つ
て
は
な
か
っ
た
「
萎

縮
と
監
視
」
の
空
気
が
漂
い
始

め
て
い
ま
す
。
も
し
自
転
車
に

乗
る
な
ら
、
警
察
庁
が
公
式
に

定
め
た
１
１
３
項
目
に
及
ぶ
違

反
規
定
（
多
す
ぎ
で
す
！
）
を
、

ど
う
か
頭
に
入
れ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

　

管
理
し
や
す
い
社
会
が
、
幸

福
な
社
会
で
あ
る
と
は
限
ら
な

い
。
誰
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
、

無
料
で
移
動
で
き
た
「
マ
マ
チ

ャ
リ
の
自
由
」
は
、
日
本
が
誇

る
べ
き
生
活
文
化
で
し
た
。
そ

の
自
由
が
、
高
齢
者
の
笑
顔
と

と
も
に
静
か
に
失
わ
れ
て
い
く

こ
と
を
、
介
護
現
場
に
携
わ
る

一
人
と
し
て
、
私
は
強
く
危
惧

し
て
い
ま
す
。

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
Ｎ
Ｙ
日
系

人
会
で
19
日
、「
知
識
と
ケ
ア

の
架
け
橋
：
東
海
岸
か
ら
西
海

岸
ま
で　

第
１
回
乳
が
ん
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
＠
Ｕ
Ｓ
」（
主
催
・

Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
後
援
・

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領

事
館
）
が
開
か
れ
た
。
参
加
費

は
無
料
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
行

わ
れ
、当
日
会
場
に
は
約
50
人
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
は
約
１
２
０
人

の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
司
会
は

久
下
香
織
子
さ
ん
。

　

最
初
に
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
国
総
領
事
館
の
森
田
健
太
郎

医
務
官
が
挨
拶
。
基
調
講
演
に

は
日
本
の
南
大
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

乳
が
ん
セ
ン
タ
ー
長
・
乳
腺
外

科
医
の
土
井
卓
子
医
師
が
「
乳

が
ん
治
療
の
最
前
線
か
ら
：
臨

床
的
革
新
と
患
者
の
知
見
を
融

合
さ
せ
る
架
け
橋
」
と
出
し
て

講
演
。
日
本
で
は
20
年
前
に
は

乳
が
ん
患
者
が
20
人
に
一
人
だ

っ
た
の
が
、
現
在
は
9
人
に
一

人
の
割
合
と
な
り
、
胃
が
ん
の

患
者
数
を
超
え
た
と
い
う
。
土

井
医
師
は
日
本
で
の
乳
が
ん
の

最
新
の
治
療
方
法
を
ス
ラ
イ
ド

を
交
え
て
説
明
。「
現
在
で
は

乳
が
ん
は
命
を
落
と
す
病
気
で

は
な
い
、
早
期
発
見
、
適
切
な

治
療
、
医
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
大
切
だ
」
と
話
し

た
。

　

ま
た
、
乳
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー

の
梅
宮
ア
ン
ナ
さ
ん
も
日
本
か

ら
訪
れ
て
「
彩
を
取
り
戻
す
ま

で
：
が
ん
を
超
え
、
自
分
ら
し

く
生
き
る
旅
」
と
題
し
て
講
演

を
行
っ
た
。
梅
宮
さ
ん
は
が
ん

告
知
を
受
け
た
人
の
力
に
な
り

た
い
と
自
身
の
乳
が
ん
治
療
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
い
る
。「
現

実
を
受
け
止
め
れ
ば
怖
く
な

い
。
正
し
い
治
療
の
選
択
を
す

る
こ
と
が
必
要
な
こ
と
」
と
話

し
た
。

　

梅
宮
さ
ん
は
「
乳
が
ん
に
な

っ
た
こ
と
で
、
病
気
に
な
っ
て

い
な
け
れ
ば
会
え
な
か
っ
た
人

た
ち
と
も
会
え
た
、
自
分
の
や

る
べ
き
こ
と
も
見
つ
か
っ
た
。

今
後
も
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド
に

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。
2
人
の
講
演
の
後
に

は
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
答
え
る

座
談
会
と
Ｑ
＆
Ａ
：
適
切
な
ケ

ア
を
共
に
考
え
、
共
に
切
り
拓

く
ケ
ア
の
み
ち
し
る
べ
」
が
あ

り
、
参
加
者
か
ら
は
米
国
と
日

本
の
治
療
方
法
の
違
い
や
薬
の

処
方
に
つ
い
て
な
ど
の
質
問
が

あ
り
、
土
井
医
師
が
一
つ
一
つ

の
質
問
に
丁
寧
に
回
答
し
た
。

座
談
会
の
後
に
は
歓
談
会
も
設

け
ら
れ
、
お
茶
と
お
菓
子
が
用

意
さ
れ
、
参
加
者
が
土
井
医
師

や
梅
宮
さ
ん
と
和
や
か
に
歓
談

し
た
。
梅
宮
さ
ん
の
サ
イ
ン
入

り
著
作
本
と
、
サ
イ
ン
色
紙
が

抽
選
で
10
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
た
。

　

参
加
者
の
一
人
、
自
身
も
乳

が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
だ
と
話
す
田

岡
純
さ
ん
は
「
私
は
ア
ン
ナ
さ

ん
と
丁
度
同
じ
こ
ろ
に
乳
が
ん

に
な
り
、
ア
ン
ナ
さ
ん
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
発
信
に
助
け
ら
れ
た
。
ア

ン
ナ
さ
ん
は
私
の
ヒ
ー
ロ
ー
で

す
。
今
日
は
ア
ン
ナ
さ
ん
に
会

っ
て
感
謝
を
伝
え
た
か
っ
た
」。

ま
た
、
同
じ
く
乳
が
ん
サ
バ
イ

バ
ー
の
夘
城
由
香
さ
ん
は
「
ガ

ン
と
聞
く
と
怖
い
が
、
土
井
先

生
の
患
者
に
恐
怖
を
与
え
な
い

ア
プ
ロ
ー
チ
が
良
か
っ
た
」
と

話
し
た
。

　

Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
創
設
者

の
山
本
眞
基
子
さ
ん
は
「
こ
れ

ま
で
は
Ｎ
Ｙ
や
Ｌ
Ａ
、
な
ど
各

地
で
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
た

が
、
今
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
も
加

え
て
一
か
所
で
の
開
催
の
第
1

回
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

１
０
０
人
以
上
の
参
加
者
が
あ

り
良
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
日

米
両
国
に
在
住
す
る
日
本
人
女

性
を
対
象
に
、
乳
が
ん
に
対
す

る
最
新
治
療
情
報
、
治
療
後
の

賢
明
な
毎
日
の
生
活
の
取
り
組

み
方
、
早
期
発
見
の
啓
発
情
報

発
信
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
る
米
国
認
定
非
営
利
団
体
。

　
　
（
石
黒
か
お
る
・
写
真
も
）

乳がん治療最前線
梅
宮
ア
ン
ナ
さ
ん
体
験
語
る

Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

乳がん治療体験を語る梅宮さん

森田医務官土井医師

Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
山
本
代
表

　

司
会
の
久
下
さ
ん

講演を熱心に聞く参加者（19日、NY日系人会で）

アメリカでの就職活動は QUICK 
USAにご相談ください！

ウェブサイトにて最新の求人を
随時更新しています！

www.919usa.com

▼NY/NJエリアのHOT 求人▼
------------------------------------
● Export Promotion Assistant 
Government related org.    
$24.5/hr. NY (#16672)
------------------------------------
● Research assistant 
Government related org.    
$24.5/hr. NY (#16671)
------------------------------------

------------------------------------
● Customer Service Rep.
Service 
$55K-$58K NY (#16611)
------------------------------------
● Sales Rep.
Distribution   
$50K-$55K NJ (#16568)
------------------------------------
● Administrative Assistant
Government related org. 
$24.5/hr. NY (#16564) 
------------------------------------
● Jr.US Equity Execution Trader 
Finance    
$80K-$100K NY (#16547)
------------------------------------
● Frozen Warehouse Staff  
Trading    
$20/hr. NJ (#16544)
------------------------------------
● Sales Support Coordinator
Service   
$50K-$55K NY (#16540)
------------------------------------

------------------------------------
● Pastry Chef(Part/Full)
Restaurant   
$24K-$45 NY (#16534)
------------------------------------
● Kitchen Staff (Part/Full)
Restaurant
$24K-$45K NY (#16533) 

------------------------------------

求人詳細につきましては、
お気軽にご連絡ください。

QUICK USA, INC.
Phone: 212-692-0850

Email: quickny@919usa.com
www.919usa.com

www.919usanews.com

150 East 52nd Street, 
＃ 17001 New York, NY 10022 

月～金　9:00 – 17:00

◆◆週刊 NY生活デジタル版◆◆
紙面まるごと掲載のデジタル版
・過去５年分以上のバックナン
バーを常時公開。
・広告をクリックすると広告主
のサイトへジャンプ。

・気になるページはＰＤＦをダ
ウンロードして保存できます。
とても便利なデジタル版、ぜひ
ご活用下さい！！
www.nyseikatsu.com

＊通常価格は1行（15文字）US$4
です。

＊商業目的のクラシファイド広告
は公認ライセンス等、証明書のご
提出をして頂く場合がございま
す。

＊締め切りは発行週の月曜日の午
後１時までです。

＊掲載ご希望内容によっては、ご
掲載をお断りする場合がございま
す。予めご了承下さい。

＊ロゴ、及び写真掲載は無料で行
いますが、サイズの指定は出来ま
せん。

＊長期掲載割引は12週（3ヶ月相
当）以上を適用期間とし、長期掲
載契約を交わした上でとり進めさ
せていただきます。

＊本紙に掲載された広告内容に関
しましてNY 生活プレス社、は一切
責任を負いかねます。

---- お申し込み・お支払い先 ----
New York Seikatsu Press, Inc.

71 West 47th Street., #1205
New York, NY 10036

Email: info@nyseikatsu.com
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ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
人
と
い
う

の
は
、
よ
く
人
を
笑
わ
せ
て
、

周
り
の
雰
囲
気
を
和
ま
せ
て
く

れ
る
。
特
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、

公
の
固
い
場
所
で
も
ス
ピ
ー
チ

の
出
だ
し
の
10
秒
で
何
を
ど
う

そ
の
場
で
言
う
の
か
、
そ
こ
で

ク
ス
ッ
と
で
も
ワ
ー
っ
と
で
も

会
場
の
笑
い
が
取
れ
る
か
ど
う

か
で
、
会
場
の
耳
と
心
を
釘
付

け
に
で
き
る
か
ど
う
か
が
決
ま

る
。

　

あ
る
新
聞
社
の
発
行
人

を
紹
介
す
る
と
き
に
司
会

が
「He is making a great 

newspaper, but his wife never reads

」
と
言
っ
た
だ

け
で
会
場
が
ド
ッ
と
笑
っ
た
。

「
彼
は
偉
大
な
新
聞
を
作
っ
て

い
る
。
で
も
奥
さ
ん
は
そ
の
新

聞
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
（
関

心
が
な
い
）」
つ
ま
り
、
い
く

ら
い
い
新
聞
を
作
っ
て
い
て
も

妻
か
ら
は
家
庭
で
あ
ま
り
高
い

評
価
を
得
て
い
な
い
、
と
い
う

自
虐
的
な
ギ
ャ
グ
の
と
こ
ろ

で
、
偉
い
人
物
で
も
家
庭
で
は

ま
あ
普
通
の
そ
こ
そ
こ
の
自
分

と
同
じ
よ
う
に
カ
ミ
さ
ん
に
尻

に
敷
か
れ
て
い
る
人
間
な
の
か

も
し
れ
な
い
、
と
安
心
し
て
心

を
開
い
て
く
れ
る
。

　

本
書
は
、
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
と

し
て
米
国
で
活
躍
す
る
著
者
、

小
池
リ
オ
さ
ん
が
、
い
か
に
し

て
人
を
笑
わ
せ
る
こ
と
を
生
業

と
し
て
現
在
に
至
る
の
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
一
冊
だ
。
今

回
、
彼
が
「
ユ
ー
モ
ア
過
去
問

の
本
」
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
き

っ
か
け
は
、
実
は
は
っ
き
り
と

し
た
原
点
が
あ
る
。
も
と
も
と

彼
は
、
数
多
く
の
コ
メ
デ
ィ
ア

ン
た
ち
を
観
察
す
る
の
が
好
き

で
、
そ
の
中
で
一
つ
の
共
通
点

に
気
づ
く
。
特
に「
パ
ク
リ
芸
」

や
「
ネ
タ
ま
ね
」
を
得
意
と
す

る
タ
イ
プ
の
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
た

ち
に
注
目
し
た
こ
と
が
こ
の
本

の
発
想
の
出
発
点
だ
っ
た
。
こ

う
し
た
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
た
ち

は
、
自
分
で
一
か
ら
ネ
タ
を
作

る
の
で
は
な
く
、
す
で
に
あ
る

別
の
人
が
笑
い
を
取
っ
て
い
る

ネ
タ
や
表
現
を
う
ま
く
取
り
入

れ
、そ
こ
に
少
し
だ
け
変
え
て
、

自
分
流
の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て

笑
い
に
変
え
る
人
た
ち
だ
。
い

わ
ば
、「
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な

い
が
、
確
実
に
ウ
ケ
る
も
の
を

使
う
」
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
ど

こ
の
国
に
も
一
定
数
存
在
す

る
。
そ
し
て
こ
の
「
パ
ク
る
」

と
い
う
手
法
は
、
あ
る
意
味
と

て
も
パ
ワ
フ
ル
で
、
即
効
性
の

あ
る
笑
い
の
技
術
だ
と
い
う
。

そ
の
理
由
は
「
す
で
に
ウ
ケ
て

い
る
も
の
」
を
使
う
た
め
に
、

試
行
錯
誤
の
プ
ロ
セ
ス
を
省
く

こ
と
が
で
き
、
観
客
の
反
応
を

確
認
す
る
必
要
も
な
く
、
確
実

に
笑
い
が
起
こ
る
か
ら
だ
。

　

し
か
し
、
同
時
に
、
プ
ロ
の

世
界
で
は
、
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
同

士
が
こ
の
パ
ク
リ
の
強
さ
を
知

っ
て
い
る
だ
け
に
、
あ
え
て
そ

れ
を
使
う
人
を
軽
蔑
し
、
業
界

の
中
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
け
れ
ど
も
一
般

の
観
客
は
そ
の
事
情
を
知
ら
な

い
た
め
に
「
安
定
し
て
笑
わ
せ

て
く
れ
る
人
」
と
評
価
し
て
し

ま
う
こ
と
も
多
い
。
観
客
が
そ

の
ネ
タ
が
他
人
か
ら
真
似
し
て

取
っ
た
も
の
だ
と
知
っ
た
途
端

に
興
醒
め
し
て
冷
め
て
し
ま
う

だ
ろ
う
が
、
知
ら
な
け
れ
ば
た

だ
純
粋
に
「
笑
わ
せ
て
く
れ
る

人
、
面
白
い
人
」
と
し
て
受
け

入
れ
る
、
こ
こ
に
人
間
的
な
ユ

ー
モ
ア
の
矛
盾
が
あ
る
よ
う
に

思
う
と
小
池
さ
ん
は
語
る
。
プ

ロ
の
世
界
で
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ

る
パ
ク
リ
が
、
一
般
の
人
々
に

と
っ
て
は
む
し
ろ
効
果
的
な
笑

い
の
練
習
法
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
す
で
に

過
去
に
笑
い
が
取
れ
て
い
る

「
過
去
の
成
功
例
＝
過
去
問
」

を
参
考
に
す
る
こ
と
で
、
自
分

な
り
の
ユ
ー
モ
ア
感
覚
を
養
う

こ
と
は
十
分
に
可
能
だ
と
、
実

は
大
真
面
目
に
考
え
抜
い
た

「
笑
い
の
原
点
」
に
つ
い
て
考

察
し
た
本
だ
。　
　
　
（
三
浦
）

 パクりの笑い教えます
小池リオ・著

日本先端スタンダップコメディ協会・刊

■生を祝う（李琴峰、朝日文庫）子どもを産むためには、
その子からの同意が必要となる世界を舞台にした作品。妊
娠９か月の胎児本人の「出生意思の有無」を確認し、同意
であれば出産を、拒否であれば中絶処置を行う制度だ。こ
のような未来の日本で、立花彩華は妻の趙佳織とのあいだ
の子どもを身籠もっている。■ 5秒日記（古賀及子、集英社）
「日記は1日のことをまるまる書こうとせずに5秒のこと
を200字かけて書くといい」そんなつぶやきから生まれ
た、人気連載が書籍化。高校生の息子、中学生の娘との３
人での暮らしや、自身の心の機微を書きとめる日記エッセ
イ。■億までの人 億からの人（田中渓、徳間書店）外資系
投資銀行「ゴールドマン・サックス証券」に17年間勤務し、
投資部門の日本共同統括まで務めた著者が、そのキャリア
を通して出会った300人以上の「兆円」資産家や、海外
の王族といった富裕層・超富裕層と対峙し、彼らに共通す
る思考や行動原理をまとめた一冊。■王妃の帰還（柚木麻
子、実業之日本社文庫）聖鏡女学園中等部に通うノリスケ
こと範子は2年B組の頂点に君臨する姫グループのトップ・
滝沢さんを心の中で王妃と呼んでいた。しかし、クラスで
起きた腕時計事件で王妃は失脚。範子の地味グループに迎
え入れたものの、我がままな彼女の振る舞いに気疲れする。
■マイ・リトル・ヒーロー（冲方丁、文春文庫）暢光は親
の遺産を食い潰し、妻に離婚され、フードデリバリーでその日暮らし。離れ
て暮らす中2の息子と小３の娘との連絡はオンラインゲーム。そんな中、息
子の凛一郎が交通事故に遭い、意識不明に。悲しみに暮れる中、ゲーム内で
息子からメッセージが届く。ボイスチャットで話を聞けば、凜一郎の意識は
彼の大好きなゲームの中に入り込んだまま出られないらしい。父は息子を助
けるため eスポーツの世界大会を目指す。■火星の女王（小川哲、早川書房）
人類が火星に移住して40年後の2125年。経済的事情のため ISDA( 惑星間
宇宙開発機構 )が地球帰還計画を採択し、人類の火星からの撤退が始まった。
そんな中、生物学者リキ・カワナベが火星で新物質スピラミンを発見したこ
とを機に地球と火星の権力争いが始まる。壮大な人間ドラマ。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

胎
児
本
人
に
出
生
希
望
を
聞
く
未
来
。一
日
の
５
秒
の
事
を
綴
る
日
記
。ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

の
ビ
ジ
ネ
ス
書
。
世
界
的
人
気
小
説
家
の
青
春
小
説
。
ゲ
ー
ム
世
界
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た

息
子
を
救
助
。
利
権
で
揉
め
る
火
星
と
地
球
の
Ｓ
Ｆ
小
説
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

１
９
６
０
年
代
の
日
本
で
広

ま
っ
た
ア
イ
ビ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
流
れ
を
受
け
、
70
年
代
に

派
生
し
た
プ
レ
ッ
ピ
ー
。
本
書

は
そ
の
曖
昧
で
多
義
的
な
概
念

に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、「
ス

タ
イ
ル
」
か
「
精
神
」
か
と
い

う
根
源
的
な
問
い
を
、
ア
メ
リ

カ
で
の
丁
寧
な
現
地
取
材
を
通

し
て
掘
り
下
げ
て
い
く
。

　

ロ
ー
イ
ン
グ
ブ
レ
ザ
ー
ズ
の

ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
ソ
ン
を
は

じ
め
と
す
る
体
現
者
た
ち
の
言

葉
は
多
面
的
で
奥
行
き
が
あ

り
、
プ
レ
ッ
ピ
ー
を
単
な
る
服

装
様
式
に
還
元
し
な
い
視
座
を

提
示
す
る
。
さ
ら
に
シ
ョ
ッ
プ

巡
礼
や
モ
カ
シ
ン
メ
ー
カ
ー
へ

の
訪
問
記
事
は
、
文
化
の
手
触

り
を
伝
え
る
貴
重
な
記
録
と
な

っ
て
い
る
。
加
え
て
サ
ブ
ス
ク

特
集
で
は
現
代
的
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
も
光
を
当
て
、
読
者

の
関
心
を
広
げ
る
構
成
が
巧
み

だ
。
過
去
と
現
在
を
往
還
し
な

が
ら
、
プ
レ
ッ
ピ
ー
と
い
う
概

念
の
輪
郭
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

る
充
実
の
一
冊
で
あ
る
。
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
で
そ
れ
ら
の
店
を
実

際
に
訪
ね
て
い
け
る
の
も
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
読
む
価
値
が
増

す
。
２
０
２
３
年
発
売
。（
三
）

Ｎ
Ｙ
で
は
Ｊ
プ
レ
ス
に
行
け
ば
い
い
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６
歳
か
ら
日
本
舞
踊
を
始

め
、
15
歳
で
柏
木
流
の
名
取
と

な
る
。
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
タ
レ
ン

ト
を
経
て
、
松
竹
女
優
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
後
、
フ
リ
ー
と
な
り

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
出
演
。
そ
の

後
３
年
間
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
ダ

ン
ス
留
学
し
、
フ
レ
ッ
ド
・
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
ら
に
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
を
師
事
。
帰
国
後
、
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
を
開
校
す

る
。
女
優
と
し
て
培
っ
て
き
た

経
験
も
生
か
し
、
公
演
で
は
ジ

ャ
ズ
ダ
ン
ス
、モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
、

日
本
舞
踊
を
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
独
自
の
世
界
を
作
り
出

し
た
。

　

海
外
公
演
９
回
目
と
な
る
今

回
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演
は「
カ

ル
メ
ン
の
集
大
成
を
こ
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
踊
り
た
い
と
決
め

て
き
た
ん
で
す
。
私
の
作
品
の

中
で
も
一
番
ウ
エ
イ
ト
が
あ
り

ま
す
」
と
話
す
。
両
親
が
社
交

ダ
ン
ス
の
家
に
横
須
賀
で
生
ま

れ
、
小
さ
い
時
か
ら
周
り
に
大

人
た
ち
が
優
雅
に
踊
る
姿
を
見

て
育
っ
た
。
い
つ
し
か
自
分
も

そ
の
中
に
入
っ
て
踊
る
こ
と
が

と
て
も
楽
し
く
夢
中
に
。
そ
し

て
少
女
時
代
に
運
命
を
決
め
る

作
品
「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
」

に
出
会
う
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
ウ
エ
ス
ト
、
ヘ

ル
ズ
キ
ッ
チ
ン
と
今
で
も
呼
ば

れ
る
エ
リ
ア
を
舞
台
に
生
ま
れ

た
作
品
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
チ
ャ
キ

リ
ス
の
踊
り
に
衝
撃
を
受
け
て

魅
了
さ
れ
た
。

　

２
０
１
７
年
ま
で
に
5
回
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演
を
行
い
、

3
回
目
の
公
演
で
は
マ
ド
ン
ナ

の
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
や
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に

出
演
し
た
ダ
ン
サ
ー
達
と
共

演
。
こ
の
公
演
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
を
静
岡
第
一
テ
レ
ビ
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
マ
ー
コ
ム
の
協

力
制
作
で
行
い
日
本
全
国
で
放

映
さ
れ
て
反
響
を
呼
ん
だ
。

　

5
回
の
公
演
の
批
評
は
そ
れ

36
　

母
の
日
は
、
大
切
な
人
に
感

謝
を
伝
え
る
日
で
あ
る
と
同
時

に
、
自
分
自
身
を
い
た
わ
る
き

っ
か
け
に
も
な
る
季
節
で
す
。

そ
こ
で
当
サ
ロ
ン
で
は
、
こ

の
時
期
に
ぴ
っ
た
り
の
特
別

なMother’s Day

ギ
フ
ト
を

ご
用
意
い
た
し
ま
し
た
。
今
回

の
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
ひ
と
つ

は
、
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
と
マ
ニ
キ

ュ
ア
、
ペ
デ
ィ
キ
ュ
ア
を
組
み

合
わ
せ
た
「Mother’s Glow 

Package

」
で
す
。
お
顔
だ
け

で
な
く
、
手
元
や
足
元
ま
で
ト

ー
タ
ル
で
整
え
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
見
た
目
に
も
気
分
に

も
華
や
か
さ
を
添
え
て
く
れ
る

人
気
の
組
み
合
わ
せ
で
す
。
さ

ら
に
、
ご
自
宅
で
も
ケ
ア
を
続

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
日
本

か
ら
取
り
寄
せ
た
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

の
シ
ー
ト
マ
ス
ク
を
7
日
分
お

付
け
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ゆ

っ
く
り
と
疲
れ
を
癒
し
た
い
方

に
は
「Aromatic Head Spa 

Ritual

」
も
お
す
す
め
で
す
。

75
分
の
ヘ
ッ
ド
ス
パ
で
頭
皮
を

す
っ
き
り
整
え
な
が
ら
、
深
い

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
メ
ニ
ュ
ー
で
、
ブ

ロ
ー
ド
ラ
イ
ま
で
含
ま
れ
て
い

る
た
め
、
そ
の
ま
ま
お
出
か
け

い
た
だ
け
る
の
も
魅
力
で
す
。

あ
わ
せ
て
、
ミ
ル
ボ
ン
の
ホ
ー

ム
ケ
ア
用
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
も

1
週
間
分
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
さ
ら

に
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
使
っ
た
フ

ェ
イ
シ
ャ
ル
を
シ
ン
プ
ル
に

受
け
た
い
方
に
は
「Vitamin 

C Glow Facial

」
も
ご
ざ
い
ま

す
。
明
る
さ
、
透
明
感
、
ツ
ヤ

感
を
引
き
出
し
た
い
こ
の
季
節

に
お
す
す
め
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、

こ
ち
ら
に
も
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
シ
ー

ト
マ
ス
ク
7
日
分
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
お
り
ま
す
。期
間
中
は
、

２
０
０
ド
ル
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド

ご
購
入
で
20
ド
ル
分
の
ボ
ー
ナ

ス
が
付
く
特
典
や
、
ワ
イ
ン
や

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
、ギ
フ
ト
ラ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
嬉
し
い
サ
ー
ビ
ス
も

含
ま
れ
て
お
り
、
贈
り
物
と
し

て
も
、
ご
自
身
へ
の
ご
褒
美
と

し
て
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る

内
容
で
す
。
母
の
日
の
贈
り
物

に
迷
わ
れ
て
い
る
方
も
、
忙
し

い
毎
日
の
合
間
に
ひ
と
息
つ
き

た
い
方
も
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

心
ま
で
ほ
ぐ
れ
る
美
容
時
間
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。　
　

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。美
容
歴
30
年
。

SKIN DEEP NYC

美
容
皮
膚

科
、Yukie Natori Salon & 

Spa 

オ
ー
ナ
ー
。
日
本
で
ネ
イ

ル
ス
ク
ー
ル
を
経
営
。美
容
師
、

ネ
イ
リ
ス
ト
な
ど
の
資
格
も
持

ち
日
米
を
行
き
来
し
な
が
ら
ト

ー
タ
ル
な
美
の
情
報
を
発
信
す

る
。

ぞ
れ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ

紙
、
ビ
レ
ッ
ジ
ボ
イ
ス
紙
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
読
売
な
ど
に
取
り

上
げ
ら
れ
好
評
を
博
し
た
。　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演
は
２
年
ぶ

り
と
な
る
。
前
回
は
、
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
会
員
限

定
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
知
り

合
い
に
も
広
く
見
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
心
残

り
だ
っ
た
が
、
今
回
は
無
料
公

演
で
広
く
一
般
の
日
米
の
観
客

も
見
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い

を
強
く
持
っ
て
い
る
。「
カ
ル

メ
ン
は
、
荒
く
れ
で
男
を
狂
わ

せ
る
魅
力
が
あ
り
、
そ
し
て
男

を
破
滅
さ
せ
る
魔
性
の
女
な
ん

で
す
。
自
分
に
は
な
い
そ
ん
な

と
こ
ろ
に
強
く
惹
か
れ
て
踊
っ

て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
カ
ル
メ
ン

と
の
出
会
い
で
あ
り
絆
に
な
っ

て
い
る
。

　

今
回
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公

演
、
第
一
部
は
日
舞
「
時
は

過
ぎ
て
も
」
を
踊
る
。
ジ
ャ

ン
ル
を
超
え
て
踊
り
続
け
て

き
た
異
色
の
舞
踊
家
、
柏
木

み
ど
り
の
Ｎ
Ｙ
公
演
は
６
月

３
日
（
水
）
午
後
７
時
30
分

か
ら
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・
フ
ロ

ー
レ
ン
ス
・
グ
ー
ル
ド
劇
場

（
東
59
丁
目
55
番
地
、
電
話

２
１
２
・
３
５
５
・
６
１
６
０
）

で
。
チ
ケ
ッ
ト
は
無
料
だ

が
要
予
約
。
申
し
込
み
は

- https://www.eventbrite.
com/e/midori-kashiwagi-
dance-perform

ance-
tickets-1985357009259

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

海
外
で
９
回
目
の
カ
ル
メ
ン
踊
る

ダンサー

柏木みどり さん

母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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